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石

田

浩

幽
、
問
題
の
所
在

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
旧
中
腎
に
お
け
る
農
村
市
場
（
市
集
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
近
年
、
歴
史
学
に
加
え
て
社
会
学
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

地
理
学
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
市
場
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
意
義
に
つ
い
て
中
村
哲
夫
氏
は
、
次
の
二
点
に
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
、

「
資
本
主
義
列
強
が
中
国
市
場
へ
進
出
す
る
に
あ
た
り
、
い
か
な
る
回
路
を

通
じ
て
開
港
場
か
ら
盤
村
へ
の
経
済
的
支
配
を
貫
徹
す
る
の
か
、
と
い
う
問

題
の
解
明
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
」
、
第
二
に
、

「
中
国
の
農
村
研
究
に
普
遍
的
な
分
析
視
角
を
提
示
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て

い
る
。

　
筆
者
は
中
村
氏
が
整
理
し
た
第
二
の
点
に
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
す

る
と
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
戦
前
の
中
困
研
究
者
の
中
國
農
村
認
識
は
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様

式
」
　
「
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
」
を
背
景
と
し
た
「
村
落
共
同
体
」
で
あ
っ
た

が
、
以
下
に
紹
介
す
る
論
者
は
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

戦
中
の
農
村
実
態
調
査
の
分
析
か
ら
「
村
落
共
同
体
」
の
存
在
を
否
定
し
た
。

例
え
ば
、
福
武
平
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
吾
々
が
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
華
北
村
落
の
協
同
生
活
を
眺
め
る
と
き
、
吾
々
に
は
、
従
来
考
へ
ら
れ

て
来
た
一
般
的
意
見
に
反
し
て
、
消
極
的
な
性
格
打
箕
的
合
理
的
な
性
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

方
が
強
い
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

　
村
松
祐
次
氏
は
、
　
「
そ
れ
が
前
述
の
慣
行
調
査
に
よ
っ
て
、
農
村
に
お
け

る
血
縁
意
識
の
稀
薄
さ
が
、
ま
ず
指
摘
せ
ら
れ
た
。
…
…
（
中
略
）
、
同
時

に
村
の
団
結
力
も
、
一
般
に
は
は
な
は
だ
弱
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
旧

日
本
の
「
村
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
強
固
な
一
体
感
と
協
同
体
意
識
と
の
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

け
て
い
る
こ
と
が
、
様
々
の
旧
例
か
ら
強
調
せ
ら
れ
た
」
と
述
べ
る
。
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旗
田
魏
氏
は
、
　
「
こ
の
よ
う
な
中
国
の
村
を
何
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。

…
…
（
中
略
）
た
だ
従
来
考
え
ら
れ
た
よ
う
な
村
落
共
同
体
で
な
い
こ
と
、

少
く
と
も
村
落
共
同
体
と
い
う
概
念
で
簡
単
に
割
り
き
る
べ
き
で
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
た
し
か
だ
と
思
う
」
と
。

　
古
島
和
雄
氏
は
、
　
「
か
っ
て
、
わ
が
国
の
学
界
で
は
、
旧
中
国
社
会
に
お

け
る
村
落
の
共
同
体
的
性
格
の
根
強
い
残
存
と
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
村
落

社
会
の
閉
鎖
性
に
、
中
国
社
会
の
高
議
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
が
強
い
影

響
力
を
も
っ
て
い
た
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
多
く
の
研
究
の
成
果
は
、

中
国
農
村
の
共
同
体
的
性
格
の
把
握
の
問
題
に
た
い
し
て
、
実
証
的
な
調
査

研
究
の
諸
資
料
を
ふ
ま
え
て
、
戦
前
の
一
時
期
に
提
起
さ
れ
た
、
こ
の
共
同

体
論
の
論
拠
を
、
ほ
と
ん
ど
否
定
し
贈
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
他

面
で
は
否
定
し
去
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
の
よ
う
な
村
の
結
合
の
強
固
さ

と
い
う
現
象
を
含
め
て
、
こ
れ
を
ど
う
統
一
的
に
把
握
す
べ
き
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
な
お
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

⑦る
」
と
述
べ
、
河
地
重
蔵
氏
は
、
　
「
村
は
内
部
を
結
合
さ
せ
、
外
部
に
対
し

て
障
壁
と
な
る
よ
う
な
強
い
封
鎖
性
を
も
た
ず
、
経
済
的
の
み
な
ら
ず
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
宗
教
的
に
も
開
放
的
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
さ

ら
に
、
四
川
省
の
実
態
調
査
に
基
づ
く
市
場
理
論
で
研
究
者
達
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
氏
も
、
　
「
中
国
の
農
民
は
閉
鎖
的
な

世
界
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
世
界
と
は
村
落
で
は
な
く
標
準

市
場
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。
農
民
の
実
際
の
社
会
範
囲
は
村
の
狭
い
境
界
線

よ
り
も
む
し
ろ
標
準
市
場
圏
の
境
界
線
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
言
い

　
⑨

た
い
」
と
述
べ
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
者
の
多
く
は
、
ス
キ
ナ
…
磯
の
ご
と
く
騒
中
国
農
村
の
閉
鎖

性
を
自
然
村
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
商
業
町
（
鎮
）
を
中
心
と
し
て
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
取
り
巻
く
村
落
群
の
範
囲
（
帯
場
圏
）
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
福
武
氏

　
　
　
　
　
　
⑪

の
「
町
村
共
同
体
」
、
古
島
氏
が
コ
般
的
に
い
え
ば
、
旧
中
国
農
村
の
地

縁
的
社
会
と
し
て
、
外
部
社
会
に
た
い
し
て
閉
鎖
性
を
し
め
す
単
位
は
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

村
集
市
市
場
の
範
囲
に
ま
で
拡
が
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
「
農

村
集
市
市
場
」
、
河
地
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
「
小
地
方
市
場
圏
」
し
か

り
で
あ
る
。
　
「
こ
の
体
制
の
構
成
単
位
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、

村
落
で
は
な
く
、
商
業
町
（
鎮
）
あ
る
ば
あ
い
は
県
城
を
中
心
と
し
、
周
辺

の
数
個
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
村
落
を
ふ
く
む
社
会
経
済
圏
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
村
落
は
著
し
い
開
放
性
を
も
ち
、
農
民
が
日
常
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
、
宗
教
的
に
結
び
つ
き
あ
い
、
そ
れ
以
上
に
出
る
こ
と
は
稀
で

あ
っ
た
生
活
圏
は
、
こ
の
社
会
経
済
圏
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
小
地
方
市
場
圏
と
い
う
斑
葉
で
よ
ん
で
お
き
た
い
」
。

　
こ
の
よ
う
な
村
落
群
を
経
済
的
あ
る
い
は
祉
会
的
に
取
り
ま
と
め
る
市
場

圏
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
の
か
。
中
国
村
落
を
理
解
す
る
う
え

で
非
常
に
関
心
が
あ
る
。
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次
に
、
、
商
品
流
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
L
ク
と
し
て
の
市
場
圏
が
宗
教
圏
や
旧
婚

圏
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

研
究
が
な
く
、
筆
者
は
市
場
圏
と
宗
教
圏
の
関
係
に
つ
い
て
中
村
哲
夫
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

発
表
し
た
論
文
「
清
末
華
北
に
お
け
る
市
場
圏
と
宗
教
圏
」
を
知
る
の
み
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
第
三
に
、
市
場
圏
と
人
民
公
社
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
あ

る
い
は
ま
た
（
一
九
七
八
年
一
二
月
の
中
国
共
産
党
第
一
一
期
中
央
委
員
会

第
三
回
総
会
で
定
め
ら
れ
た
「
農
業
の
発
展
を
は
や
め
る
若
干
の
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
て
の
決
定
（
草
案
）
」
の
中
で
奨
励
さ
れ
て
い
る
農
村
自
由
市
揚
（
定
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

市
）
と
旧
農
村
市
場
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。　

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
中
国
村
落
が
い
わ
ゆ
る
「
村
落
共
園

体
」
・
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
前
述
の
諸
研
究
者
と
同
様
批
判
的
で
・

あ
る
が
、
村
落
が
開
放
的
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
も
疑
問
を
感
じ
、
．

農
耕
・
水
利
・
土
地
の
売
買
、
金
融
、
祭
紀
等
に
お
い
て
、
村
落
や
同
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

果
た
す
役
割
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
農
民
を
規
制
す
る
社

会
経
済
的
な
枠
が
一
挙
に
市
場
圏
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

場
圏
に
到
達
す
る
ま
で
に
も
村
落
や
同
族
の
枠
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
第
二
の
関
心
で
あ
る
市
場
圏
と
旧
婚
圏
と
の
関
係
を

見
た
場
合
、
ど
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
通
婚
圏
形
成
に
お
い
て
も
村
落
や
同
族
と
い
う
粋
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
筆
者
が
調
査
し
た
台

湾
農
村
の
事
例
で
は
、
商
品
貨
幣
経
済
の
発
達
に
よ
り
市
場
圏
が
拡
大
し
、

岡
時
に
農
民
の
社
会
交
通
領
域
も
拡
が
っ
て
は
い
た
が
、
農
民
の
社
会
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
同
様
に
は
拡
が
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
考
察
を
進
め
る
。

　
①
　
我
国
に
お
け
る
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
加
藤
繁
「
清
代
に
於
け
る
三
葉
の
定
期

　
　
市
」
　
『
東
洋
学
報
』
二
三
ノ
ニ
、
一
九
三
六
年
。
天
野
元
之
助
「
現
代
支
那
の
市

　
　
集
と
潮
会
」
『
東
亜
学
』
二
、
一
九
四
〇
年
。
増
井
経
夫
「
広
東
の
二
二
」
『
東

　
　
亜
論
叢
』
四
、
一
九
四
一
年
等
が
あ
る
。
、

　
②
　
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
の
文
献
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
中
村
哲
夫
「
清
末
華
北
に

　
　
お
け
る
市
場
圏
と
宗
教
圏
」
　
『
社
会
経
済
史
学
』
四
〇
ノ
三
、
㎝
九
七
三
年
の
注

　
　
（
3
）
と
、
林
和
生
「
明
清
時
代
、
広
東
の
蛾
と
市
」
　
『
史
林
』
六
三
ノ
一
、
　
一
．

　
　
九
八
○
年
の
注
②
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
③
　
中
村
哲
夫
「
清
宋
華
北
の
農
村
市
揚
」
野
沢
豊
・
門
中
正
俊
編
『
講
座
中
国
近

　
　
現
代
史
二
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
入
監
、
一
七
七
頁
。

　
④
　
衙
武
直
『
中
国
農
村
社
会
の
構
造
』
福
武
直
著
作
集
第
九
巻
、
東
京
大
学
出
版

　
　
会
、
一
九
七
六
年
、
四
九
〇
～
四
九
　
頁
。

　
⑥
　
村
松
祐
次
『
中
属
経
済
の
社
会
能
州
制
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
復
刊
）
、
　
一
九
七

　
　
五
年
、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。

　
⑥
旗
田
窺
『
中
国
村
落
と
共
同
体
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
六
七

　
　
頁
。

　
⑦
古
島
和
雄
「
畠
中
嘩
に
お
け
る
土
地
所
有
と
そ
の
性
格
」
山
本
秀
夫
・
野
間
清

　
　
編
『
中
国
農
村
革
命
の
展
開
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
　
一
九
七
二
年
、
　
一
～
二

　
　
頁
。

　
⑧
　
河
地
重
蔵
『
毛
沢
東
と
現
代
中
国
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
六

104 （778）



旧中国農村における市場圏と通婚圏（石田）

　
五
頁
。

⑨
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
『
中
国
農
村
の
市
場
・
社
会
構
造
』
法
律
文
化
社
、
一
九

　
七
九
年
、
四
六
頁
。
原
典
は
、
ρ
≦
●
ω
匡
導
。
び
．
、
㌶
僧
鱒
Φ
昏
品
窪
α
ω
。
。
一
巴

　
Q
Q
鉾
ロ
。
窪
困
。
冒
国
類
巴
〇
三
コ
㊤
．
．
り
§
馬
辱
袖
§
§
N
。
、
」
笥
§
9
ミ
帖
3
N
A
一

　
ド
ト
3
■
ω
噛
お
黛
1
Φ
9
こ
の
論
文
の
紹
介
と
し
て
、
斯
波
義
儒
「
G
．
W
．
ス
キ
ナ

　
一
　
中
国
農
村
社
会
に
お
け
る
市
揚
．
社
会
構
造
」
『
東
洋
学
報
隔
四
九
ノ
ニ
、
r

　
一
九
六
六
年
、
今
井
清
一
「
G
・
W
．
ス
キ
ソ
ナ
ー
　
農
村
中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
テ

　
ィ
γ
グ
と
社
『
会
構
祀
廻
（
抄
訳
）
」
　
『
経
済
地
理
学
の
諸
問
題
』
五
、
（
来
見
）
が
あ

　
る
。
ま
た
、
秋
山
元
秀
「
（
雷
評
）
O
・
≦
蒙
ρ
彗
ω
匡
零
。
「
（
。
α
ソ
§
馬
9
電

　
§
ト
ミ
馬
奪
鴬
ミ
艦
ミ
G
ミ
蓉
」
『
史
林
』
六
四
ノ
一
、
一
九
七
九
年
も
参
照
さ
れ

　
た
い
。

、
⑩
原
文
で
は
、
曇
声
葺
㊦
凱
昌
σ
q
O
o
ヨ
野
蚕
回
搾
網
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
。
℃
■
。
鉾
宕
P

　
囲
℃
●
。
。
鉾

＠＠＠＠　＠一

福
武
、
凶
則
掲
書
、
二
六
〇
頁
。

古
島
、
前
掲
論
文
、
＝
一
頁
。

河
地
、
前
掲
書
、
＝
二
二
頁
。

中
村
、
前
掲
論
文
参
照
。

ス
キ
ナ
ー
の
論
文
く
。
轡
b
コ
蒔
閉
9
ω

は
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
興
味
が

　
わ
く
。

⑯
「
中
国
共
産
党
第
十
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
総
会
コ
ミ
ュ
ユ
ケ
」
『
北
京
週

　
報
』
一
九
七
八
年
五
二
号
参
照
の
こ
と
。

⑰
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
稿
で
は
扱
え
な
い
の
で
、
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

⑱
　
拙
稿
「
華
北
に
お
け
る
水
利
共
同
体
に
つ
い
て
」
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
八
ノ
一

　
二
、
　
一
九
七
七
年
、
　
「
非
西
欧
世
界
に
お
け
る
『
社
会
革
命
臨
の
意
義
」
　
『
農
林

　
業
問
題
研
究
』
一
四
ノ
一
、
一
九
七
八
年
、
　
「
解
放
前
の
華
中
江
南
農
村
の
一
性

　
格
」
　
『
農
業
経
済
研
究
』
五
一
ノ
一
、
一
九
七
九
年
、
　
「
台
湾
漢
人
村
落
に
お
け

　
る
地
縁
・
血
縁
構
造
」
　
『
農
林
業
問
題
研
究
』
一
五
ノ
三
、
一
九
七
九
年
等
を
参

　
照
さ
れ
た
い
。

⑲
前
掲
拙
稿
「
解
放
前
の
華
中
江
南
饅
村
の
｛
性
格
」
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
　
拙
稿
「
台
湾
漢
人
村
落
の
社
会
構
造
」
　
『
ア
ジ
ア
研
究
』
二
六
ノ
三
、

　
九
年
を
参
照
。

二
、
市
場
圏
に
つ
い
て

一
九
七

　
ω
調
査
村
の
概
況

．
本
稿
で
扱
う
市
場
圏
と
旧
婚
圏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
の
フ
ィ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ド
を
『
中
国
農
村
慣
徐
調
査
』
第
三
巻
、
河
北
省
三
三
県
寺
北
柴
村
に
求
め

る
。
こ
れ
は
旧
中
国
農
村
の
通
達
圏
に
関
す
る
実
態
調
査
と
し
て
は
、
恐
ら

く
唯
一
の
調
査
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
攣
城
県
は
河
北
省
の
西
南
部
に
位
置
し
、
石
家
荘
の
南
東
五
〇
華

里
（
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
県
の
西
端
を
京
漢
線
が

走
り
、
そ
こ
に
小
駅
、
蜜
題
（
別
名
、
豆
干
）
が
あ
る
。
調
査
時
（
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

○
年
代
初
）
の
村
落
数
は
一
六
五
ケ
村
で
あ
る
。
攣
城
県
は
著
作
地
帯
で
、

『
中
国
盤
村
慣
行
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
「
全
県
殆
ど
平
担
地
で
、
県
民
も
大
部

分
農
業
に
従
事
し
、
寧
晋
、
趙
県
等
と
共
に
河
北
の
出
作
地
帯
に
属
し
、
耕

作
畝
数
の
七
割
前
後
は
棉
花
を
栽
培
し
、
其
他
は
穀
子
（
粟
）
、
麦
・
豆
・

　
　
　
　
　
　
　
　
③

紅
薯
・
玉
米
等
を
作
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
北
支
棉
花
綜
覧
』
に
よ
れ
ば
、

河
北
省
の
西
南
地
区
（
西
河
区
）
の
棉
花
は
全
中
の
六
割
を
占
め
、
北
支
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

棉
地
帯
中
最
大
の
生
産
額
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
耕
地
に
対
す
る
棉
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田
の
割
合
は
、
昆
国
二
三
年
で
三
八
・
六
％
、
民
国
二
四
年
で
三
八
・
○
％

　
　
⑤

で
あ
り
、
民
国
二
九
年
で
は
四
七
・
五
％
、
民
国
三
〇
年
で
は
四
二
・
三
％

　
　
⑥

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
漿
城
県
は
西
河
棉
地
帯
に
属
し
、
棉
作
が
比
較
的

普
及
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
調
査
村
の
寺
北
柴
村
は
県
城
の
北
三
～
四
華
船
（
十
一
・
七
～
二
・
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
戸
数
が
一
四
〇
戸
、
人
口
が
七
一
〇

人
（
不
明
四
戸
の
人
数
は
除
く
）
で
、
華
北
の
平
均
的
な
村
で
あ
る
。
村
内

の
姓
別
構
成
は
、
郷
姓
五
三
戸
（
三
七
・
九
％
）
、
徐
姓
二
四
戸
（
一
七
．

一
％
）
、
劉
姓
二
二
戸
（
一
五
・
七
％
）
、
片
忌
二
〇
戸
（
一
四
二
二
％
）
、

王
姓
九
戸
（
六
・
四
％
）
、
張
姓
八
戸
（
五
・
七
％
）
、
李
姓
三
戸
（
二
．
一

％
）
、
干
瓢
二
μ
（
○
・
七
％
）
で
、
姓
は
八
姓
し
か
な
く
、
前
四
姓
が
八

五
・
○
％
も
占
め
て
い
る
。
通
婚
が
判
明
す
る
の
は
こ
の
四
姓
に
張
姓
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

戸
を
加
え
た
計
一
一
四
戸
で
あ
る
。

　
村
の
耕
地
所
有
戸
数
と
経
営
戸
数
を
規
模
別
に
見
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
般
に
華
北
に
お
い
て
五
人
家
族
で
最
低
二
〇
畝
は
必
要
と
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
二
〇
畝
以
上
の
戸
数
の
割
合
を
見
る
と
、
所
有
戸
数
で
は
一
三

・
六
％
、
経
営
戸
数
で
は
二
七
・
一
％
と
雰
常
に
低
く
、
寺
北
柴
村
は
貧
村

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
作
目
構
成
は
県
全
体
と
同
じ
よ
う
に
棉
花
が
中
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
作
物
の
種
類
及
全
体
と
の
割
合
如
何
n
棉
花
（
十
分
の
七
）
、
粟
（
十
分

第1表　規模別耕地所有戸数・経営戸数

所有地1経鴬地
戸数1％　1戸数i％

17．9

21．4

10．0

13．6

5．0

7．9

12．1

7．1

5．0

25
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P4

P9

V
1
1
1
7
1
0
7

4．3

27．9

27．工

17ユ

5．7

7．9

4．3

1．4

4．3

6
3
9
3
8
2
4
8
1
1
6
2
6

o

O．1一一　4．9

5．0一一　9．9

1e．O一一14．9

15．0”一19．9

2e．O－v29．9

30．0一・49．9

50．0一一

不詳

計11401100i140　E　100
出典：『中国農村慣行調査』第3巻pp．5～6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
三
）
、
小
麦
（
少
し
）
、
高
梁
（
少
し
）
、
豆
類
（
少
し
）
、
野
菜
（
少
し
）
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
生
産
物
の
支
配
的
な
も
の
は
何
か
1
1
棉
花
」
あ
る
い
は
、
「
棉
作
は
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

面
積
の
中
の
何
割
か
地
十
分
の
四
が
棉
、
十
分
の
三
が
穀
物
」
、
「
穀
物
は
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

陽
子
三
割
、
麦
子
二
割
、
高
梁
一
割
引
豆
（
黒
豆
）
一
割
」
と
あ
り
、
棉
作

が
普
及
し
て
い
る
。
農
民
は
こ
の
棉
花
を
後
述
す
る
東
関
市
集
に
販
売
し
、

食
糧
や
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る
。
　
「
棉
花
は
如
何
な
る
販
売
方
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
1
1
東
関
の
市
集
で
仲
介
人
の
手
を
経
る
」
と
あ
る
。

②
簗
城
県
に
お
け
る
市
場
圏

同
治
一
二
年
の
『
簗
域
爆
志
』
に
よ
れ
ば
、
攣
城
県
の
市
町
は
在
城
集
、
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冶
河
舗
集
、
西
馬
房
営
（
西
営
）
の
三
ケ
所
で
あ
り
、
康
煕
志
に
は
西
門
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
く
餐
堰
集
、
高
魚
心
の
四
ケ
所
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
村
落
数
は

　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
五
六
ケ
村
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
調
査
時
の
一
九
四
〇
年
代
初
期
に
は
市

集
数
は
一
ニ
ケ
所
に
増
加
し
て
い
る
が
、
村
落
数
は
一
六
五
ケ
村
で
わ
ず
か

九
ケ
村
増
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
人
口
は
同
治
年
間
に
八
七
一
五
六

　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

人
で
あ
っ
た
の
が
、
調
査
時
に
は
　
二
〇
一
四
九
人
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
既
述
し
た
面
作
に
よ
る
商
品
貨
幣
経
済
の
発
達
と
、
人
口
増
に

よ
り
画
集
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
野
元
之
助
氏
に
よ
れ
ば
、

「
市
場
の
分
布
は
、
人
口
密
度
を
基
礎
に
し
、
農
業
経
済
の
商
品
化
と
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
交
通
手
段
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
石
原
潤
属
も
、
　
「
河
北
省
で

は
時
代
と
共
に
定
期
市
の
増
加
が
見
ら
れ
、
地
域
的
に
は
そ
の
分
布
は
東
北

部
に
疎
、
西
南
部
で
密
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
人
口
密
度
と
商
品
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

固
化
の
程
度
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
市
集
増
加
の
根
拠

を
商
品
貨
幣
経
済
の
発
達
と
人
口
増
に
求
め
て
い
る
。

　
調
査
時
の
樂
城
県
内
の
市
集
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
十
二
市
島
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
東
関
、
城
郎
、
故
意
、
南
高
邸
、
前
小
面
、
北
安
楽
、
陳
村
、
西

営
、
南
趙
台
、
南
趙
村
、
身
許
、
石
心
で
あ
り
、
次
に
『
中
国
農
村
慣
行
調

査
』
の
農
民
と
の
応
答
に
基
づ
い
て
各
寄
集
を
説
明
す
る
。

　
ω
唖
聾
。
東
関
は
県
城
に
隣
接
す
る
簗
城
県
最
大
の
市
集
で
あ
る
。
同
治

年
間
の
『
橡
麺
県
志
』
に
よ
る
と
、
在
城
集
は
城
内
の
東
大
街
、
西
大
回
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
関
の
東
関
、
西
関
、
南
関
、
北
関
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
事
変
後
、

治
安
の
関
係
に
よ
り
在
城
集
は
す
べ
て
東
関
に
移
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
東
端
の
市
集
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
出
来
た
も
の
か
判
ら
ぬ
か
盟
そ
れ
は
随
分

古
い
こ
と
だ
ろ
う
、
清
朝
時
代
か
ら
あ
る
、
従
前
は
城
内
に
も
あ
っ
た
が
事

変
後
城
外
に
う
つ
っ
た
、
そ
れ
は
治
安
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
時
皇
軍
が
命
令

で
城
外
に
う
つ
し
た
、
裏
変
前
は
四
関
に
分
れ
、
南
関
は
根
毛
、
西
関
は
牲

口
、
北
関
は
布
、
東
舞
は
雑
貨
其
他
何
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
台
東
関
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
つ
り
、
南
関
も
あ
る
が
、
北
関
、
西
関
は
な
く
な
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、

県
城
に
は
商
会
が
あ
り
、
廃
業
・
布
業
・
雑
貨
・
棉
花
・
画
業
・
油
業
・
肉

業
・
飯
業
・
木
業
・
線
業
・
鮭
業
・
薬
業
の
一
二
の
同
業
公
会
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
も
東
槻
に
集
ま
り
、
　
「
東
通
の
集
に
は
大
体
何
箇
立
位
来
る
か

一
－
本
県
の
村
は
全
部
、
金
の
あ
る
粒
食
店
が
集
っ
て
い
る
の
で
、
全
県
か
ら

　
⑫

来
る
」
と
い
う
ほ
ど
、
東
関
市
集
の
規
模
は
大
き
い
。
開
市
日
は
一
．
六
・

三
・
八
で
、
一
・
六
の
日
が
大
集
、
三
．
八
の
日
が
小
集
で
あ
る
。
選
集
に

は
全
県
か
ら
一
万
人
以
上
、
小
集
に
は
五
千
人
以
上
集
ま
る
。
　
「
集
の
日
に

は
何
箇
村
ぐ
ら
い
の
農
民
が
く
る
か
1
1
全
県
の
も
の
が
集
る
。
附
近
の
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

尚
多
い
が
全
県
よ
り
集
る
」
、
あ
る
い
は
コ
集
目
に
集
る
人
数
は
大
体
の

と
こ
ろ
判
ら
ぬ
か
一
－
難
事
一
・
六
の
日
は
大
権
で
非
常
に
多
い
。
一
万
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
ろ
う
、
三
・
八
は
小
集
だ
が
五
千
以
上
集
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、

調
査
者
の
安
藤
鎮
正
氏
も
、
　
「
大
集
の
鼠
の
橋
際
か
ら
南
は
織
る
が
如
き
雑
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沓
を
呈
す
る
、
全
県
下
の
部
落
か
ら
集
っ
て
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

集
の
鷺
の
群
衆
を
一
概
に
万
絵
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
」
と
述
べ

て
い
る
。
参
集
者
が
一
万
人
で
一
家
か
ら
一
人
が
市
集
に
出
た
と
す
る
と
、

藁
城
県
の
戸
数
が
二
二
〇
四
三
戸
で
あ
る
か
ら
、
全
県
下
の
半
数
の
家
か
ら

東
関
市
集
に
集
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
様
に
し
て
村
落
数
が
一

六
五
ケ
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
八
○
ケ
村
の
者
が
集
ρ
て
い
る
こ
と
に
も

な
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
東
関
は
全
県
の
何
割
く
ら
い
取
引
す
る
か
u
半
分
く

　
㊧

ら
い
」
、
「
そ
れ
は
金
額
に
し
た
ら
年
に
い
く
ら
く
ら
い
あ
る
か
（
東
関
の
棉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

花
取
引
額
）
1
1
統
計
が
な
い
か
ら
判
ら
ぬ
。
東
関
に
は
約
八
十
箇
村
集
る
」

と
。

　
②
廿
里
。
城
郎
は
県
城
の
北
東
一
五
華
里
隈
笹
八
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
鎮
で
、
輪
帯
日
は
四
と
九
の
日
で
あ
る
。
城
黒
帯
集

は
東
関
、
見
隠
、
冶
河
の
各
市
集
と
同
様
、
聖
旨
市
（
家
畜
市
）
が
あ
り
、

こ
れ
ら
以
外
の
市
集
と
は
異
な
り
規
模
が
や
や
大
き
い
。
ま
た
、
常
設
店
舗

と
し
て
雑
貨
舗
、
塩
店
が
あ
り
、
糧
食
店
は
な
い
。
農
民
の
応
啓
に
よ
れ
ば
、

市
集
の
規
模
は
半
径
五
苦
里
（
約
二
・
九
キ
舜
メ
ー
ト
ル
）
以
内
の
者
が
参

集
す
る
程
度
で
、
参
集
者
は
二
千
人
位
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
城
郎
の
集

は
何
箇
村
位
集
る
だ
ろ
う
か
証
五
里
以
内
、
こ
こ
は
事
変
前
は
集
る
人
は
少

な
か
っ
た
が
事
変
後
は
多
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
大
体
二
千
人
く
ら
い
だ
ろ
う
。

事
変
前
は
数
百
名
」
と
。

　
③
故
意
。
故
意
は
県
城
の
東
約
二
〇
華
里
　
（
約
一
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
に
位
置
す
る
。
開
市
日
は
三
と
八
の
日
で
東
関
の
小
集
と
日
が
重
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

下
口
市
や
常
設
店
舗
は
な
い
。
応
答
に
よ
れ
ば
、
「
故
意
は
皿
小
集
で
あ
る
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
㈲
南
高
邸
。
南
高
邸
は
県
城
の
東
南
一
八
華
里
（
約
一
〇
・
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
に
あ
り
、
開
市
日
は
四
と
九
の
日
で
あ
る
。
こ
の
市
集
は
花
市
と
糧

食
帯
の
み
で
、
常
設
店
舗
は
な
い
。
市
集
の
規
模
は
小
集
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
南
高
邸
は
1
1
小
さ
い
、
事
変
前
よ
り
小
さ
い
、
せ
い
ぜ
い
三
、
五
里

　
　
　
　
　
⑳

以
内
、
数
十
名
」
と
。

　
⑤
前
小
枚
。
前
小
枚
は
県
城
の
真
南
一
四
華
里
（
約
八
・
一
キ
揖
メ
ー
ト

ル
）
に
あ
り
、
開
市
日
は
隣
接
市
単
の
南
高
邸
と
同
じ
四
と
九
の
目
で
あ
る
。

前
小
枚
も
南
高
邸
と
同
様
、
小
集
で
常
設
店
舗
も
な
い
こ
と
か
ら
、
市
場
圏

は
三
～
五
華
里
以
内
で
参
集
者
は
数
百
人
ぐ
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑥
北
安
楽
。
北
安
楽
は
県
域
の
南
南
西
一
八
廿
里
に
あ
り
、
開
市
日
は
東

関
の
小
集
と
同
様
、
三
と
八
の
日
で
あ
る
。
北
安
楽
も
常
設
店
舗
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

規
模
も
南
高
邸
と
同
様
三
～
五
里
以
内
で
数
百
人
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
⑦
陳
村
。
陳
謝
は
県
城
の
西
一
八
墨
黒
に
あ
り
、
開
市
日
は
五
と
一
〇
の

日
で
あ
る
。
陳
村
も
南
高
邸
と
同
様
、
常
設
店
舗
は
な
く
、
三
～
五
障
里
以

内
で
数
百
人
位
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
断
惑
は
如
何
皿
や
は
り
大
き
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
。
大
体
右
（
南
高
邸
の
こ
と
一
筆
老
）
の
如
し
」
と
。
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⑧
西
営
。
西
営
は
県
評
の
南
西
二
〇
古
里
に
あ
り
、
開
市
日
は
二
と
七
の

日
で
、
常
設
店
舗
は
な
い
が
、
市
上
の
規
模
は
や
や
大
き
く
、
後
述
す
る
蜜

嫉
と
同
規
模
で
あ
る
。
　
「
南
趙
村
、
南
趙
台
、
北
安
楽
、
前
小
智
等
は
如
何

昼
南
高
邸
と
同
じ
位
、
尚
西
営
に
も
あ
り
、
ふ
つ
う
は
餐
堰
と
同
じ
位
、
甕

題
は
大
し
た
も
の
、
謄
月
十
五
日
以
後
陰
麿
二
・
七
の
日
（
常
に
も
二
・
下

知
）
」
と
あ
久
霧
圏
は
五
～
六
輩
以
内
で
あ
る
と
寛
ら
れ
砂

　
⑨
恐
縮
台
。
南
趙
台
は
県
城
分
離
一
二
華
里
（
約
六
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
に
あ
り
、
開
市
日
は
二
と
七
の
日
で
西
営
市
立
と
同
日
で
あ
る
。
南
丁

台
も
他
の
小
集
と
同
様
、
常
設
店
舗
は
な
く
、
市
は
花
蕊
と
糧
食
市
の
み
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熟
卜
。
潮
懸
鴬
猶
　
㊦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

規
模
は
三
～
五
華
里
以
内
、
数
百
人
程
度
で
あ
る
。

　
㈹
南
趙
村
。
南
趙
村
は
群
島
の
西
一
八
華
里
に
位
置
し
、
開
市
日
は
近
く

の
陳
村
と
同
じ
五
と
一
〇
の
日
で
あ
る
。
南
趙
村
も
小
集
で
常
設
店
舗
は
な

く
、
規
模
は
三
～
五
華
里
以
内
、
数
百
人
程
度
で
、
参
集
村
も
、
　
「
南
趙
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
ど
の
小
集
は
三
、
四
箇
村
に
す
ぎ
ぬ
」
と
あ
る
。

　
⑪
窃
一
腰
。
蜜
娠
は
県
城
の
西
二
五
華
里
（
約
一
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
位
置
す
る
鎮
で
、
付
近
に
京
漢
鉄
路
の
潮
溜
駅
が
あ
る
。
餐
堰
は
元
氏
県

に
接
し
、
市
日
に
は
元
氏
県
は
も
と
よ
り
、
獲
鹿
県
か
ら
も
人
が
来
る
。
開

市
日
は
二
と
七
の
日
で
、
牲
口
市
が
あ
り
（
．
常
設
店
舗
と
し
て
糧
食
店
、
雑

掛
鞍
1
　
躍
魁
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県

第1図出城県の市場圏
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出典：第2表より作成。舎市集の数字は開市賃。
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貨
店
、
塩
店
、
飯
舗
、
薬
舗
、
理
髪
館
等
が
あ
る
。
市
集
の
規
模
に
つ
い
て

は
、
　
「
窟
嬉
の
は
聾
陳
村
よ
り
大
き
い
。
之
は
時
季
に
よ
る
、
膳
月
の
蒔
は

三
、
四
〇
里
以
内
の
も
の
が
来
る
、
二
万
人
が
、
ふ
つ
う
で
も
五
、
六
里
以

内
よ
っ
て
く
る
、
ふ
つ
う
冶
河
く
ら
い
」
「
十
二
月
頃
は
何
故
そ
ん
な
に
多

く
な
る
か
皿
猪
肉
を
う
る
も
の
が
多
い
、
山
に
近
い
の
で
其
の
地
方
の
猪
を

皆
も
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
買
い
に
集
る
、
城
内
に
も
集
が
あ
る
の
に
城
内
か

　
　
　
　
　
　
⑱

ら
も
買
い
に
行
く
」
と
あ
り
、
平
常
は
五
～
六
名
里
（
二
・
九
～
三
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
内
、
　
一
二
月
は
特
別
に
規
模
が
大
き
く
な
る
。

　
㈱
運
河
。
運
河
は
県
城
の
北
西
二
〇
三
里
に
位
置
す
る
鎮
で
、
璽
堰
と
同

様
、
牲
口
市
や
各
種
の
常
設
店
舗
が
あ
る
。
市
集
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

「
冶
河
の
集
へ
は
何
箇
測
位
集
る
か
翫
県
内
北
部
の
も
の
二
十
余
箇
村
の
外
、

獲
鹿
県
か
ら
も
来
る
か
ら
三
、
四
十
箇
村
…
…
」
「
冶
河
は
如
何
山
城
郎
よ

り
大
き
い
、
十
里
以
内
く
ら
い
の
も
の
が
集
る
、
多
い
時
は
五
千
名
位
集
る

　
　
⑩

だ
ろ
う
」
と
あ
り
、
雲
影
の
小
集
の
規
模
ぐ
ら
い
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
各
市
集
を
表
に
し
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
表
を

堅
城
県
図
に
市
場
圏
と
し
て
求
め
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
。
第
｝
図
か
ら
東

関
市
集
の
小
集
圏
を
半
径
一
〇
～
＝
一
華
里
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
数
字
は

こ
れ
ま
で
の
各
氏
の
市
場
圏
の
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
例
え
ば
、
百
瀬
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

氏
の
青
県
城
集
の
一
五
華
里
、
加
藤
繁
氏
の
「
正
定
県
域
集
の
一
五
華
里
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

湯
翻
塑
氏
の
山
東
省
郷
平
県
城
集
の
一
〇
華
里
し
か
り
で
あ
る
。

　
東
関
の
小
集
と
故
意
布
製
と
は
重
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
開
市
日
が
両
者

と
も
三
と
八
の
日
で
、
こ
の
間
に
あ
る
村
民
は
ど
ち
ら
の
市
集
に
参
加
す
る

か
を
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
図
か
ら
判
断
す
る
に
、
県
城
の
東
関
市
集

の
周
囲
に
は
市
集
が
少
な
く
、
県
境
に
多
く
市
女
が
散
在
し
て
い
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
め
東
関
市
集
の
市
場
圏
が
比
較
的
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例

は
各
県
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
石
原
潤
氏
は
、
　
「
県
城
附
近
に
は
比
較

的
定
期
市
が
少
な
く
、
む
し
ろ
県
城
か
ら
一
定
距
離
は
な
れ
た
県
境
近
く
に

市
が
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
、
こ
れ
は

県
城
内
部
な
い
し
四
関
の
市
が
、
多
く
の
県
の
場
合
極
め
て
隆
盛
で
あ
り
、

多
く
の
周
辺
村
落
の
村
人
を
引
き
つ
け
、
周
辺
地
域
に
他
の
市
を
成
立
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

め
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
表
と
第
一
図
か
ら
第
三
区
と
第
四
区
に
市
集
が
多
く
、

し
か
も
市
集
間
距
離
も
非
常
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
四
区
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

県
内
の
中
で
も
棉
花
の
産
出
量
が
多
く
（
全
県
の
二
三
・
七
％
）
、
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
県
内
で
疋
布
を
沢
山
出
す
村
は
難
航
村
」
と
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
小
さ

な
棉
花
市
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
安
楽
、
前
小
皆
、
西
営

と
、
陳
村
、
南
岳
村
、
南
早
苗
は
あ
ま
り
に
も
近
接
し
あ
っ
て
い
る
た
め
市

集
運
営
に
支
障
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
農
産
物
交
易
の
公
正

・
円
滑
並
び
に
品
種
の
改
良
の
た
め
一
九
四
一
年
に
「
交
易
場
施
行
令
」
が

公
布
さ
れ
、
一
九
四
二
年
に
前
述
の
市
電
は
整
理
統
合
さ
れ
て
、
東
関
、
城
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郎
、
故
意
、
後
小
枚
、
西
営
、
南
趙
村
、
璽
堰
、
善
導
の
八
ケ
所
の
交
易
場

　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
他
の
市
集
は
廃
止
さ
れ
た
。
開
市
日
は
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
市
集
で
は
変
更
は
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
旧
来
の
開
市
日
が
踏
襲
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ど
の
交
易
場
に
も
牲
口
市
が
設
け
ら
れ
た
。

①
　
中
國
襲
村
慣
行
調
査
刊
行
会
内
『
中
田
二
村
慣
行
調
査
』
全
六
巻
、
岩
波
書

　
店
、
一
九
葺
二
～
五
八
年
。
以
下
の
引
用
で
は
巻
数
と
頁
数
の
み
記
す
。

②
第
三
巻
、
一
八
～
一
九
頁
。

③
第
三
巻
、
五
頁
。

④
　
満
鉄
調
査
部
編
『
北
支
鵬
翼
綜
覧
』
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
五
年
、
九
頁
。

⑤
満
鉄
天
津
事
務
所
調
査
課
『
河
北
省
棉
産
調
査
報
告
霞
』
、
昭
和
＝
一
年
、
二

　
一
六
頁
。

⑥
、
第
三
巻
、
一
五
頁
の
「
畏
国
三
十
年
第
二
次
農
産
物
収
穫
高
予
想
調
査
報
告

　
表
」
に
基
づ
く
。
ま
た
、
　
「
県
内
で
は
普
通
ど
ん
な
堤
買
物
を
多
く
作
っ
て
い
る

　
か
・
⊥
棉
花
が
一
番
多
い
。
県
内
の
土
地
の
百
分
の
四
十
は
総
て
棉
花
を
植
え
て
い

　
る
。
髄
誠
、
寧
晋
、
趙
県
の
三
県
は
産
縮
区
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
応
答
も

　
あ
る
。
第
三
巻
、
二
頁
。

⑦
不
明
が
都
姓
で
三
戸
、
徐
姓
＝
戸
、
劉
姓
｝
戸
、
趙
姓
一
．
戸
あ
る
た
め
計
一
一

　
四
戸
と
な
る
。

⑧
　
　
「
家
族
五
人
の
家
で
は
土
地
二
十
畝
を
註
す
」
と
あ
る
。
第
六
巻
、
　
一
二
二
頁
。

　
ま
た
、
中
西
功
氏
は
三
〇
畝
を
最
低
限
と
さ
れ
て
い
る
。
　
「
北
勢
で
は
三
〇
畝
を

　
耕
作
ぜ
な
け
れ
ば
そ
の
農
業
収
入
の
み
に
よ
っ
て
、
一
応
食
っ
て
い
く
の
が
カ
ッ
カ

　
ツ
で
あ
る
現
状
に
於
て
は
…
…
」
「
河
北
農
村
経
済
の
概
況
⇔
」
簡
満
鉄
調
査
月

　
報
』
一
八
ノ
四
、
」
九
三
八
年
、
二
七
頁
。
と
も
あ
れ
寺
北
柴
村
の
貧
困
さ
が
理

　
解
で
き
る
。
ち
な
み
に
寺
北
柴
村
の
｝
戸
当
平
均
家
族
数
は
五
，
二
人
で
あ
る
。

⑨
第
三
巻
、
二
七
頁
。

⑩
第
三
巻
、
三
　
頁
。

⑪
⑫
第
三
巻
、
一
九
七
頁
。

⑬
第
三
巻
、
三
二
頁
。

⑭
『
樂
城
県
志
』
巻
二
、
輿
地
志
、
村
鎮
の
条
。

⑯
同
前
。

⑯
　
石
原
潤
「
河
北
省
に
お
け
る
明
・
清
・
民
国
時
代
の
定
期
市
」
『
地
理
学
評
論
』

　
四
六
ノ
四
門
、
　
｝
九
七
一
二
揺
＋
、
二
四
五
百
ハ
。

⑰
第
三
巻
、
一
八
～
｛
九
頁
。

⑯
天
野
元
之
助
『
中
国
農
業
の
諸
問
題
・
下
』
技
報
堂
、
例
九
五
三
年
、
八
二
頁
。

⑲
石
原
潤
、
前
掲
論
文
、
二
五
四
頁
。

⑳
　
前
掲
『
下
城
脱
藩
』
、
輿
地
志
、
村
鎮
の
条
。

⑳
　
第
三
巻
、
三
五
一
頁
。

＠
　
第
三
巻
、
三
四
〇
頁
。

⑱
⑳
　
第
三
巻
、
三
五
一
頁
。

⑯
　
第
三
巻
、
一
二
五
八
頁
。

⑯
⑳
第
三
巻
、
三
二
五
頁
。

⑱
第
三
巻
、
三
五
一
頁
。

⑳
　
第
三
巻
、
三
五
　
頁
。
小
集
・
大
集
の
区
別
は
、
ω
規
模
の
大
小
、
働
牲
口
市

　
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
三
関
の
小
集
．
歯
跡
は
②
に
よ
っ
て
区
別

　
さ
れ
て
い
る
。
　
「
大
市
、
小
市
は
何
に
よ
っ
て
区
別
す
る
か
同
憂
口
の
あ
る
市
が

　
大
凶
で
、
大
市
に
は
全
部
揃
う
」
　
（
第
三
巻
、
三
二
五
頁
）
と
あ
る
が
、
故
意
の

　
差
合
は
両
者
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
～
⑭
第
三
巻
、
三
五
一
頁
。

⑳
　
第
三
巻
、
三
二
九
頁
。

㊥
第
三
巻
、
三
五
【
頁
。

⑳
　
第
三
巻
、
三
二
九
頁
。

⑭
　
第
三
巻
、
三
五
一
頁
。
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旧中国農村における市場圏と通婚圏（石田）

＠
　
百
瀬
弘
「
清
宋
直
隷
省
青
県
市
揚
共
同
体
雑
考
」
『
東
洋
史
研
究
』
二
七
ノ
三
、

　
一
九
六
八
年
、
八
○
頁
。
と
こ
ろ
で
、
百
瀬
氏
は
『
同
一
当
城
県
憲
』
が
県
内
の

　
村
落
を
市
集
別
に
列
挙
し
て
あ
る
と
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
管
見
で
は
そ
の
よ

　
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑫
　
加
藤
繁
、
前
掲
論
文
、
一
八
一
～
一
八
二
頁
。

⑬
　
二
三
焚
「
市
司
現
象
所
用
現
的
農
村
自
給
自
足
問
題
」
　
『
大
公
報
隔
中
華
民
国

　
二
三
年
七
月
一
九
旨
。
　
　
般
に
県
城
集
は
郷
集
よ
り
も
市
場
圏
は
広
い
。
市
場
圏

　
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
天
野
、
前
掲
憲
下
、
山
根
幸
夫
「
明
清
時
代
華
北
に
お
け

　
る
定
期
市
」
　
『
史
論
』
第
八
集
、
一
九
六
〇
年
、
倉
持
徳
一
郎
「
四
川
の
場
市
」

　
『
日
本
大
学
史
学
会
研
究
彙
報
』
一
、
一
九
五
七
年
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑭
　
東
関
市
集
に
ス
キ
ナ
ー
・
モ
デ
ル
を
適
用
す
れ
ば
、
大
嶺
の
市
日
は
他
の
市
集

　
の
市
日
と
全
く
重
な
ら
ず
、
大
集
は
中
間
市
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
小
集
は

　
標
準
布
揚
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
市
集
と
も
規
模
に
お
い

　
て
は
ス
キ
ナ
ー
・
モ
デ
ル
よ
り
大
き
い
。

⑭
　
石
原
、
前
掲
論
文
、
二
五
四
頁
。

⑯
第
三
巻
、
二
四
頁
の
「
樂
城
県
各
村
状
況
調
査
表
」
に
基
づ
く
。

⑳
　
第
三
巻
、
六
五
頁
。

㊥
　
第
三
巻
、
四
九
五
頁
。

⑲
　
第
三
巻
、
一
二
頁
、
四
八
八
買
。

⑳
　
　
「
今
ま
で
あ
っ
た
市
集
は
一
応
す
べ
て
廃
止
し
た
の
か
経
今
ま
で
の
密
集
を
交

　
易
揚
に
改
め
た
の
だ
」
　
「
霜
交
易
場
を
設
け
た
土
地
以
外
に
は
県
内
に
市
集
は
な

　
か
っ
た
か
翻
小
さ
い
の
は
あ
っ
た
が
今
は
廃
止
し
た
」
、
第
三
巻
、
＝
｝
買
。

㊥
　
小
町
が
四
・
九
の
日
か
ら
三
・
八
の
日
に
変
り
、
故
意
も
三
・
八
の
臼
か
ら
五

　
・
一
〇
の
日
に
変
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
三
巻
、
四
九
七
～
四
九
八
頁
の
資

　
料
一
一
の
三
、
四
を
参
照
。

⑳
　
　
「
今
年
か
ら
出
来
た
交
易
場
で
は
ど
ん
な
も
の
を
売
貿
す
る
か
”
何
で
も
売
買

　
す
る
。
例
え
ば
棉
花
．
食
料
・
牲
畜
な
ど
」
、
第
三
巻
、
ご
冒
ハ
。

三
、
通
解
圏
に
つ
い
て

　
ω
　
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
結
婚
様
式

　
本
節
で
は
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
結
婚
の
様
式
と
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
、
結
婚
様
式
で
あ
る
が
、
旧
中
国
農
村
に
は
宮
由
な
恋
愛
結
婚
や
本

人
同
士
が
出
合
っ
て
す
る
見
合
結
婚
は
な
い
。
あ
る
の
は
親
が
媒
人
を
通
じ

て
結
婚
相
手
を
探
す
伝
統
的
見
合
結
婚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
時
折
は
媒

人
の
な
い
結
婚
な
き
や
践
な
い
」
「
も
し
媒
人
の
な
い
結
婚
が
あ
れ
ば
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
何
と
い
う
か
1
1
か
か
る
こ
と
な
し
」
と
。
ま
た
、
　
「
自
由
結
婚
は
な
い
と

い
う
が
親
が
き
め
る
の
か
一
－
回
り
、
　
『
父
母
の
命
』
　
『
媒
灼
の
言
』
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
ぎ
ま
る
」
「
最
近
若
い
も
の
が
自
分
で
嫁
を
選
ぶ
こ
と
は
な
い
か
1
1
な
い
」

と
あ
る
。
そ
し
て
、
親
は
子
供
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
勝
手
に
定
婚
（
寄
親
、

婚
約
の
こ
と
）
を
行
な
う
。
　
「
息
子
の
進
堂
に
は
乱
酔
の
こ
と
を
直
ぐ
話
し

た
か
旺
小
帖
の
交
換
、
講
客
の
時
に
息
子
は
自
然
知
っ
た
、
自
分
か
ら
特
別

　
　
　
　
　
　
　
③

に
話
を
し
な
か
っ
た
」
あ
る
い
は
、
　
「
中
林
は
潮
溜
で
結
婚
し
た
か
一
十
七

歳
、
二
年
前
」
　
「
中
林
に
定
婚
の
こ
と
を
当
時
話
し
た
か
斐
し
な
か
っ
た
」

「
子
供
達
は
知
っ
て
い
る
か
皿
知
ら
な
い
、
過
小
貼
を
交
し
て
か
ら
評
判
に

な
る
の
で
知
る
」
　
「
親
か
ら
正
式
に
知
ら
せ
る
の
は
い
つ
か
u
結
婚
す
る
前

　
　
　
　
④

に
知
ら
せ
る
」
と
。

　
定
婚
と
は
、
　
「
媒
介
人
に
よ
り
両
家
の
者
が
年
齢
、
家
の
情
況
が
合
え
ば
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⑤

婚
約
の
約
束
を
す
る
こ
と
」
で
、

定
婚
・
結
婚
は
一
般
に
若
く
し
て

行
わ
れ
る
。
　
「
普
通
の
定
婚
は
何

歳
位
か
n
十
二
、
三
歳
で
定
婚
し

て
、
小
帖
を
作
り
、
十
七
、
八
歳

　
　
　
　
⑥

で
結
婚
す
る
」
あ
る
い
は
、
　
「
こ

の
辺
で
は
男
女
何
歳
く
ら
い
で
結

婚
す
る
か
皿
金
の
あ
る
家
は
十
三
、

四
で
結
婚
す
る
。
普
通
は
十
五
、

第3表　既婚男女の年齢差（男の年齢

　　　一女の年齢）

年齢差1 件 数

1
1
3
7
8
1
4
9
1
4
1
0
1
5

3

7（後i妻1）

3

5

8

3

F
∂
　
4
　
n
δ
　
5
5

1（後妻）

0

1

1

4（後妻と考えられる2）

1（妾）

1（後妻と考えられる）

142

7
6
5
4
3
2
1
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
2
1
2
5

一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
【
　
［
　
　
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

計

出典＝r中国農村慣行調査』第三巻，

　家族篇より作成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

六
歳
、
貧
し
い
家
は
き
ま
っ
て
い
な
い
、
女
は
男
よ
り
三
、
四
歳
上
」
と
あ

る
。
そ
し
て
、
早
婚
の
場
合
、
妻
の
年
令
は
夫
の
年
令
よ
り
二
～
三
歳
上
で

あ
る
。
寺
北
柴
村
に
お
け
る
夫
と
妻
の
年
齢
差
を
表
に
し
た
の
が
第
三
表
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
夫
よ
り
も
妻
の
方
が
年
上
か
、
あ
る
い
は
夫
の
方
が
年

上
で
あ
っ
て
も
そ
の
差
の
小
さ
い
の
は
、
早
婚
と
考
え
ら
れ
る
。
年
齢
算
が

開
く
に
つ
れ
て
、
再
婚
や
晒
骨
の
例
が
見
ら
れ
、
夫
が
妻
よ
り
も
か
な
り
年

上
で
あ
る
の
は
晩
婚
で
あ
る
。
福
武
黒
氏
も
、
　
「
か
く
て
結
果
さ
れ
る
こ
と

は
、
女
子
に
は
非
常
に
早
婚
の
も
の
が
な
い
代
り
に
晩
婚
も
少
い
に
対
し
、

男
子
に
は
極
め
て
早
婚
の
老
が
存
在
す
る
と
同
時
に
晩
婚
の
も
の
も
多
い
と

　
　
　
　
　
　
⑧

い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
は
河
北
省
農
家
の
婚
姻
年

齢
を
表
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
、
定
県
五
一
五
農
家
で
一
九

歳
ま
で
に
結
婚
し
た
男
は
七
七
・
〇
三
％
、
女
は
七
六
・
五
三
％
、
諸
県
大

王
蒋
村
で
は
男
は
六
二
・
二
六
％
、
女
は
六
三
・
七
五
％
、
盧
家
村
の
男
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
六
八
・
二
％
、
女
で
は
七
七
・
五
％
で
あ
り
、
早
婚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
早
婚
で
あ
る
の
は
嫁
を
労
働
力
と
し
て
利
用
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
結
婚
の
目
的
は
何
か
紅
家
の
人
数
が
少
い
か
ら
、
妻
を
も
ら
え

ぼ
助
か
る
」
、
「
家
の
後
嗣
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
賦
あ
る
が
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
、
家
庭
の
手
助
け
の
た
め
」
と
あ
り
、
他
の
調
査
村
で
も
、
　
「
息
子
に
太

太
を
も
ら
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
を
さ
せ
る
た
め
か
皿
炊
事
、
着
物
を
作

る
こ
と
、
土
地
の
耕
作
」
　
「
炊
事
や
着
物
を
作
る
こ
と
は
あ
な
た
の
太
太
で
、

耕
作
は
上
の
息
子
二
人
で
間
に
合
わ
な
い
か
u
手
が
足
り
な
い
、
嫁
を
も
ら

わ
な
け
れ
ば
予
鈴
を
頼
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
「
嫁
を
も
ら
っ
た
ら
飯
を
食
わ
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第4褒妻の出身村とその人数
村落

ﾔ号
i妻の出身村名 人数

i入）
県城からの
覧｣（華里） 灘霧 妻の出身村名

人数
i人）

県城からの
覧｣（華里）

嵜北柴村からの距

｣（豊里）

　　　5

　　20

　　15

　　　5

　　10

（10．5）

（14）

　　　2

　　　0

　　　8

　　15

　　　8

（5．5）

　　　4

　　　8

　　　9

　　　2

　　12

　　　3

　　　2

　0．5

　　　8

　　　5

　　12

（19）

　　　7

（9．5）

（5．5）

　　　4

　　　6

　　（7）

（le．5）

　　（5）

　　（4）

　　（7）

（10．5）

（10）

　　（5）

　　　3

（10）

　　（7）

　　　4

（10）

（6．5）

　　　5

　　（5）

　　11

　　　5

（12．5）

（15）

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3

塞
村
荘
村
下
庄
村
荘
南
舘
郎
村
房
村
庄
村
鼎
沸
村
荘
荘
荘
村
村
馬
県

家
　
　
家
二
品
趙
騨
下
家
家
　
　
　
騨
類

書
宋
段
大
東
李
藁
韓
西
西
城
柴
蘇
解
由
張
田
爾
彪
馬
劉
八
小
皇
継
寧

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
G
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5

0
1
0
巧
24
ω
4
個
2
3
⑦
7
④
鴇
3
岡
5
7
鯛
⑥
讐
⑧
p

5
　
3

4
5
8
0
7
6
0
接
の
接
5
3
接
5
3
0
の
5
4
4
4
3
2
3
8
2
5

　
　
　
　
　
　
　
隣
一
隣
　
　
隣
1
　
　
（
　
1
　
　
　
1
1
　
1

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
関
　
関
　
　
　
関

　
　
　
　
　
　
　
南
　
東
　
　
東

6
3
9
8
8
8
7
7
7
6
6
5
5
5
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
　
　
1

村
舗
村
関
村
荘
内
村
庄
庄
村
荘
無
規
荘
関
庄
圧
穀
庄
村
村
村
村
村
村
荘

柴
里
頭
周
城
道

　
　
　
　
　
　
　
　
家
家
柴
家
家
馬
家
　
家
里
陽
家
柴
営
書
留
台
張
家

北
下
　
　
　
　
　
林

寺
北
崩
北
小
河
県
楡
朱
山
南
兼
任
幽
幽
東
王
五
瀞
秋
空
内
南
南
萢
北
孟

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2

‘ 」UL　　　　巧、　　　　帖

一
1

v i
l

計、 V861

出典：r中国機甲慣行調査』第三巻，家族篇より作成。県城からの距離は同書とr樂城県志』巻

二，村鎮の項による。（）の数字は地図上で測った直線距離。

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
短
工
を
雇
う

よ
り
安
く
つ
く
か
紅
隠
り
、
安
く
つ

⑪く
」
、
あ
る
い
は
、
「
女
の
方
が
年
長
で

あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
雁
大
体

三
、
四
歳
女
の
方
が
年
長
、
女
は
家
の

仕
事
を
す
る
た
め
に
も
ら
う
も
の
だ
か

⑫ら
」
と
か
、
　
「
親
藩
に
嫁
を
も
ら
っ
た

の
ば
家
の
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
か
跳

肥
り
」
　
「
畑
の
仕
事
に
手
不
足
だ
っ
た

の
か
、
炊
事
に
手
不
足
だ
っ
た
の
か
皿

そ
の
当
時
自
分
は
房
山
県
の
鉱
山
で
働

い
て
お
り
自
分
の
太
太
が
畑
に
行
け
ば

家
が
留
守
に
な
る
。
畑
も
炊
事
も
手
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

足
だ
っ
た
か
ら
嫁
を
も
ら
っ
た
」
と
あ

る
。　

定
婚
に
先
立
ち
親
は
相
手
の
こ
と
を

調
べ
る
。
　
「
太
太
の
家
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
い
う
こ
と
を
調
べ
る
か
騰
財
産
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

親
の
こ
と
、
娘
の
こ
と
を
調
べ
た
」
と
。

そ
し
て
、
「
門
当
戸
対
」
（
家
柄
が
つ
り
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合
う
）
で
あ
れ
ば
吐
薬
を
交
換
し
て
定
毒
す
る
。
　
「
そ
の
時
、
何
か
約
束
の

書
面
を
交
換
し
た
か
跳
媒
人
の
手
を
通
し
て
互
に
小
縮
を
交
す
。
男
の
方
が

女
の
方
に
出
し
、
整
方
が
こ
れ
を
受
取
っ
た
ら
約
束
が
成
立
し
た
こ
と
に
な

⑮る
」
と
あ
り
、
そ
の
際
、
　
「
姑
娘
の
家
へ
何
か
金
で
も
贈
っ
た
か
1
1
姑
娘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

家
が
貧
乏
で
あ
れ
ば
彩
礼
と
し
て
金
を
渡
す
」
。
　
彩
礼
は
結
婚
の
準
傭
金
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
て
媒
人
を
通
じ
て
渡
す
も
の
で
、
大
体
四
〇
～
五
〇
元
ぐ
ら
い
と
あ
り
、

ま
た
、
他
の
応
答
で
は
、
　
「
定
婚
の
時
、
男
の
家
か
ら
女
の
家
へ
ど
れ
位
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
や
る
か
1
1
五
十
圓
か
ら
三
〇
〇
圓
位
」
と
あ
る
。

　
定
風
後
、
媒
人
を
招
待
し
宴
会
を
開
く
。
そ
し
て
、
媒
人
は
聚
嬉
婦
（
結

婚
）
の
前
に
婚
書
（
大
角
）
を
花
嫁
側
に
持
っ
て
行
き
、
そ
の
二
～
三
日
後

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
結
婚
が
行
な
わ
れ
る
。
既
述
し
た
ご
と
く
、
一
般
に
定
量
か
ら
結
婚
ま
で

数
年
を
要
し
、
本
人
達
は
結
婚
の
と
き
ま
で
相
手
の
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

「
息
子
は
定
婚
前
ま
た
は
既
婚
後
に
そ
の
姑
娘
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
路

結
婚
す
る
ま
で
会
っ
た
こ
と
な
し
」
　
「
い
つ
姑
娘
の
顔
を
見
る
か
1
1
結
婚
し

　
　
⑳

て
か
ら
し
と
。

　
以
上
が
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
伝
統
的
見
合
結
婚
で
あ
り
、
こ
の
結
婚
様

式
に
お
い
て
媒
人
の
果
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
（
媒
人
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
）
。

　
次
に
、
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
結
婚
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
村
内
婚
は
少
な
く
、
村
外
婚
が
多
い
。
寺
北
柴
村
の
男
に

嫁
い
で
来
た
妻
（
後
妻
、
妾
を
含
む
）
の
出
身
村
と
そ
の
人
数
を
表
に
し
た

の
が
第
四
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
四
〇
藩
中
一
一
四
戸
（
八
一
．
四
％
）
の

事
例
で
あ
る
。
第
四
表
よ
り
見
る
に
、
村
内
婚
は
一
六
人
（
八
．
六
％
）
で

少
な
く
、
村
外
婚
は
一
七
〇
人
（
九
一
・
四
％
）
と
大
多
数
で
あ
る
。
農
民

と
の
応
答
に
も
、
　
「
村
民
の
結
婚
は
村
内
に
於
い
て
行
う
場
舎
が
多
い
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
と
も
他
村
と
の
間
に
多
い
か
皿
他
村
と
す
る
場
合
が
多
い
」
と
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
村
内
結
婚
が
少
い
の
は
ど
う
し
て
か
1
1
村
で
は
適
当

な
配
偶
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら
」
　
「
若
し
村
内
に
適
当
な
配
偶
が
自

由
に
得
ら
れ
る
場
合
で
も
他
村
の
人
と
結
婚
す
る
の
か
聡
村
の
習
慣
で
そ
の

場
合
で
も
他
村
の
人
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
　
「
村
の
中
で
結
婚

し
た
ら
具
合
が
悪
い
の
か
1
1
別
段
理
由
は
な
い
が
、
永
年
の
習
慣
で
村
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
殆
ん
ど
や
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
「
村
同
志
の
垂
範

は
あ
る
か
1
1
あ
る
」
「
多
い
か
少
い
か
H
大
き
な
村
に
は
あ
る
が
、
小
さ
い

村
に
は
少
い
」
「
何
故
か
賎
小
さ
い
村
で
は
同
姓
の
者
が
多
い
が
、
大
村
で
、

は
異
姓
の
者
が
多
い
か
ら
」
　
「
小
村
に
異
姓
が
毒
っ
て
も
定
幽
し
な
い
の
は
、

定
婚
を
し
た
者
同
志
が
恥
か
し
が
る
か
ら
か
一
－
然
り
」
と
あ
り
、
そ
の
理
由

は
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
同
村
内
に
異
姓
が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

順
義
県
沙
井
村
で
は
、
村
内
婚
を
す
る
と
街
坊
の
輩
（
擬
制
的
血
縁
呼
称
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
乱
れ
る
と
い
う
の
が
、
第
一
の
理
由
で
あ
っ
た
。
山
東
省
歴
城
県
冷
水
溝

荘
で
は
媒
人
に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
本
原
因
は
同
じ
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村
に
異
姓
の
女
性
が
少
な
い
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
結
婚
は

同
村
が
多
い
か
、
他
村
と
す
る
の
が
多
い
か
皿
他
村
が
多
い
」
「
ど
う
し
て

か
皿
媒
人
が
よ
く
他
村
か
ら
周
旋
し
て
く
る
、
本
村
な
ら
嫁
は
そ
ん
な
に
多

　
　
⑮

く
な
い
」
と
あ
る
。

　
第
二
に
、
同
姓
不
婚
で
あ
る
。
前
述
の
村
内
婚
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、

こ
の
同
姓
不
婚
が
考
え
ら
れ
る
。
寺
北
柴
村
の
夫
婦
の
姓
を
表
に
し
た
の
が

第5表　夫の姓と妻の姓との関係

第
五
表
で
あ
る
。
第
五
表
よ
り
見
る
に
、
同
姓
婚
は
一
九
五
例
中
わ
ず
か
三

例
（
一
・
五
％
）
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
の
三
例
と
も
、
妻
の
出
身
村
は
寺

北
柴
村
で
は
な
く
、
他
村
で
あ
る
。
村
畏
に
と
っ
て
他
村
の
同
姓
は
同
族
で

な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
一
応
同
姓
不
同
宗
の
結
婚
は
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
　
「
同
族
と
考
え
て
い
る
範
囲
は
同
村
の
者
だ
け
か
、
隣
村
の
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

姓
は
同
族
で
な
い
の
か
1
1
同
族
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
し
か
し
、
岡
姓
婚

夫の姓 妻　　　　の　　　　姓
人　数
i人）

郊 張趙王

s，劉，朱，瓶糊

u段
k鳳徐房伝
ﾂ，常，胡，韓，梅程，股，高，効，雷、董

?、独，季，芦，孫，馬，温

　10
e　9
e　5
e　3
e　2

e　1

小　　　　　計　187
徐 劉張趙王界，侯、郭程，芦，斬，孫，牛，愚，房，田，呉，朱，許，

ﾔ，段蕾，蛋

　6@5
@4
@3
e　2

e　1

小　　　　　計　139
劉 張子樹齢郭，芦，李趙

增C邪，濤，胡，都，楊，程，安，付，王，陳

一　一@8@3
`　2
e　1

小　　　　　計　134
P
O
　
3
　
2
　
　
　
　
1

　
各
各
　
各

　
　
　
董

　
　
　
靴

　
　
　
房

　
　
　
義

　
　
　
猟

　
　
　
覧

　
　
　
醤

　
　
郭
塾

　
　
生
石

　
劉
李
陳

張
王
任
付
馬

趙

31計小

各

2

1

4計

彊

劉，温

小

張

合 計 195

出典：r中国農村澱行調査』第三巻，家族篇より作成。下線部は

　同姓婚である。
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は
避
け
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
「
同
姓
不
同
宗
の
結
婚

は
あ
る
か
1
1
あ
る
」
　
「
同
姓
不
同
宗
の
結
婚
は
よ
い
か
悪
い
か
一
不
同
宗
で

も
昔
は
同
族
だ
か
ら
不
合
格
」
　
「
同
姓
は
昔
は
同
族
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
か
K
思
っ
て
い
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
母
と
妻
が
同
姓
で
あ
る
場

合
に
も
見
ら
れ
る
。
寺
北
柴
村
に
誇
い
て
母
と
妻
が
同
姓
の
例
は
四
例
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ω
劉
生
壁
の
母
（
出
身
村
は
南
客
）
と
妻
（
当
馬
舗
村
）
は
張

姓
、
②
劉
二
絆
の
母
（
小
周
村
）
と
妻
（
県
城
西
街
）
は
沈
黙
、
㈲
都
六
出

の
母
（
焦
家
荘
）
と
妻
（
焦
家
荘
）
は
焦
姓
、
ω
郷
四
姥
の
母
（
薪
家
荘
）

と
妻
（
薪
家
勢
）
は
購
姓
で
あ
り
、
㈲
は
同
族
、
ω
も
強
家
荘
が
薪
姓
の
同

族
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
族
と
考
え
ら
れ
る
。
母
と
萎
と
が
同
姓
で
あ
る
こ

と
に
対
し
て
、
　
「
母
が
諸
氏
で
あ
る
場
合
、
同
じ
張
氏
か
ら
太
太
を
も
ら
う

こ
と
は
よ
い
こ
と
か
、
わ
る
い
こ
と
か
旺
息
子
の
太
太
の
輩
が
母
の
輩
よ
り

も
低
け
れ
ば
よ
い
」
と
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
応
筈
の
す
ぐ
後
に
、
　
「
母

の
同
族
か
ら
も
ら
う
の
と
同
族
で
な
い
方
か
ら
も
ら
う
の
と
ど
ち
ら
が
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
皿
同
族
で
な
い
方
が
よ
い
」
と
あ
り
、
息
子
の
嫁
と
し
て
同
姓
だ
け
で
な

く
、
母
の
同
族
も
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
第
三
に
、
寺
北
柴
村
の
竜
洋
、
未
婚
、
離
婚
、
再
婚
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
て
お
く
。

　
一
般
に
迎
妾
は
金
持
ち
で
な
い
と
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
　
「
妾
は
普
通
ど

ん
な
人
が
持
っ
て
い
る
か
鈍
田
舎
で
は
子
供
が
な
い
場
合
」
　
「
子
が
な
け
れ

ば
貧
乏
で
も
も
っ
か
H
貧
乏
で
は
も
て
な
い
」
　
「
金
の
あ
る
人
の
み
か
皿
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
な
け
れ
ば
妻
も
な
い
位
だ
か
ら
妾
は
勿
論
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
十
八
、

九
歳
で
結
婚
し
二
十
四
、
五
歳
に
な
っ
て
子
が
な
け
れ
ば
妾
を
も
ら
っ
て
よ

い
か
皿
問
題
は
金
が
あ
る
か
な
い
か
で
普
通
は
三
十
歳
以
上
だ
が
、
差
支
え

な
い
」
　
「
若
く
て
妾
を
も
ら
っ
た
ら
村
人
か
ら
悪
く
い
わ
れ
な
い
か
践
笑
う

人
は
い
な
い
」
「
で
は
十
八
、
九
歳
で
結
婚
し
て
二
十
歳
位
で
妾
を
も
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

金
さ
え
あ
れ
ば
人
は
悪
く
い
わ
な
い
か
騒
い
わ
な
い
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

寺
北
柴
村
は
貧
村
の
た
め
迎
妾
は
一
例
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
小
単

（
旦
）
は
三
九
歳
の
と
き
一
八
歳
の
妾
を
も
ら
っ
て
い
る
。
妾
は
趙
氏
で
山

西
省
楡
次
県
の
出
身
で
あ
る
。
　
「
ど
う
し
て
来
た
か
紅
小
周
村
の
某
の
妾
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
た
が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
の
で
本
村
に
悉
皆
で
買
わ
れ
て
き
た
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
、
妾
は
売
買
さ
れ
て
い
る
。
墨
斑
の
理
由
は
小
単
に
子
が
な
い
か
ら
で
、

「
小
謡
は
妾
を
買
う
と
き
太
太
と
相
談
し
た
か
一
葦
り
」
　
「
太
太
は
承
諾
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
の
か
翻
然
り
」
　
「
何
故
承
諾
し
た
の
か
二
子
が
な
か
っ
た
か
ら
」
と
あ
る
。

　
寺
北
柴
村
に
迎
妾
が
少
な
い
の
は
貧
村
の
た
め
で
あ
る
と
既
述
し
た
が
、

未
婚
の
男
が
多
い
こ
と
か
ら
も
貧
村
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
例
え
ば
、
三

〇
歳
以
上
の
未
婚
の
男
が
一
一
七
戸
中
一
二
三
人
も
い
る
。
　
「
小
さ
い
時
に
定

婚
を
し
な
い
人
は
ど
う
し
て
結
婚
す
る
か
1
1
貧
し
い
家
は
紹
介
人
が
来
な
い
、

大
き
く
な
っ
て
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
紹
介
人
が
来
る
か
ら
、
定
婚
を
し
て
結

　
　
⑭

書
す
る
」
と
。
ま
た
、
河
北
省
昌
黎
県
営
家
営
に
お
い
て
貧
困
の
た
め
未
亡
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人
を
嫁
と
し
て
も
ら
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
文
魁
の
息
子
の
啓

倫
は
な
ぜ
未
亡
人
を
も
ら
っ
た
の
か
皿
濫
倫
の
家
（
賊
魁
の
家
）
は
貧
乏
で
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
も
ら
お
う
と
思
っ
て
も
誰
も
く
れ
な
い
の
で
後
家
を
も
ら
っ
た
」
と
あ
る
。

　
離
婚
例
は
二
例
あ
り
、
両
者
と
も
夫
の
方
か
ら
離
婚
を
申
し
出
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
妻
の
不
義
と
夫
婦
間
の
性
格
不
一
致
で
、
　
「
子
を
生
ま
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

き
は
随
離
婚
の
理
由
と
な
ら
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
子
が
出
来
な
い
だ
け

で
は
離
婚
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
貧
乏
人
は
容
易
に
妻
を
拠
る
こ
と
が
で

き
ず
、
簡
単
に
離
婚
し
な
い
。
例
え
ば
、
　
「
村
で
は
ど
う
い
う
時
に
離
婚
し

て
よ
い
と
な
っ
て
い
る
か
証
姦
淫
、
夫
婦
感
情
悪
劣
」
　
「
嫁
が
舅
姑
に
仕
え

ず
不
孝
な
時
は
如
何
腿
少
々
の
程
度
で
は
離
婚
の
理
由
に
な
ら
な
い
」
「
回

忌
し
た
時
は
ど
う
か
皿
後
悔
し
て
自
覚
す
れ
ば
、
離
婚
の
理
由
に
な
ら
な

⑰い
」
と
あ
る
。
順
義
県
沙
井
村
で
は
、
　
「
妻
が
姦
通
し
て
も
知
ら
な
か
っ
た

ら
離
婚
で
き
な
い
、
知
っ
て
い
て
も
貧
乏
で
外
に
妻
を
求
め
得
な
い
の
で
知

ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
金
持
で
あ
れ
ば
離
婚
す
る
」
と
あ
り
、

貧
乏
人
の
離
婚
は
容
易
で
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
以
上
が
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
結
婚
の
伝
統
的
慣
行
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
慣
行
に
基
づ
い
て
如
何
な
る
細
砂
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
、
以
下
に
考

察
す
る
。

　
②
　
寺
北
柴
村
の
試
写
圏

　
ま
ず
、
寺
北
柴
村
の
通
巻
圏
を
第
四
表
か
ら
雨
蓋
県
図
上
に
求
め
る
と
、

第
二
図
の
ご
と
く
に
な
る
。
他
県
か
ら
の
通
塗
者
は
六
人
（
三
・
二
％
）
で
、

⑭
の
藁
城
県
提
上
村
と
＠
の
獲
鹿
革
北
邪
馬
は
攣
城
県
に
隣
接
し
て
お
り
、

第
二
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
恐
ら
く
東
関
市
集
の
大
集
の
と
き
に
参
集
す

る
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ま
寺
北
柴
村
を
中
心
に
半
径
一
〇
面
輪
の
円
周
を
描
く
と
、
一
七
八
人

　
（
九
五
・
七
％
）
ま
で
が
円
周
内
に
入
り
、
寺
北
柴
村
の
避
雷
圏
は
非
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

狭
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
次
に
、
東
関
市
集
小
集
圏
内
の
通
婚
者
数
を
見

る
と
、
す
で
に
小
集
圏
の
半
径
を
一
〇
～
一
二
華
言
と
推
定
し
た
が
、
半
径

　
一
〇
華
里
で
第
四
表
か
ら
通
婚
者
を
見
た
場
合
、
三
九
ケ
村
一
五
四
人
（
八

二
・
八
％
）
、
半
径
一
ご
黒
髭
で
は
四
四
ケ
村
一
六
四
人
（
八
八
二
一
％
）

と
な
る
。
ま
た
、
第
二
図
に
半
径
一
〇
華
里
の
円
周
を
描
く
と
、
円
周
内
の

通
婚
者
は
＝
ハ
五
人
（
八
八
、
・
七
％
）
、
半
径
＝
一
華
塁
で
は
一
七
八
人
（
九

五
・
七
％
）
と
な
り
、
通
婚
圏
は
市
場
圏
に
ほ
と
ん
ど
重
層
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑩

が
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
中
国
農
村
に
お
け
る
村
民
の
日
常
的
社

会
交
通
領
域
と
し
て
市
場
圏
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
当
然
と
も
言
え
る
。
ス

キ
ナ
ー
氏
も
同
様
に
述
べ
る
。
　
「
さ
ら
に
嫁
選
び
は
市
場
社
会
の
な
か
か
ら

、
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
仲
人
、
そ
れ
は
四
川
で
は
市
場
町
の

茶
店
に
た
む
ろ
し
て
い
る
が
、
適
齢
期
の
息
子
を
も
つ
母
親
は
、
そ
う
い
う
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旧中国農村における市場圏と通婚圏（石田）

第6表媒 人　の　性　格

調査村岡 夫 妻 纏人1 媒人と夫・妻との関係

順義県　1蒼上村（沙羅
沙井村　騰竹篭
　　　　　　子

本村の楊永源の娘 婿祥李燕田は杜祥の長男の妻の弟。
　　　　　杜祥は本村人

繋城県 2 劉　連　玉 県城内の二二 趙二二 二二の媒人・趙二二は本村人

寺北柴村 劉二脾
で，連玉の父・生蘭の友人。
繿､の媒人・劉二絆は本村人
で心霊に住み，干氏は妻の姪
に当たる。劉心胆とは同族

5

31都中林 北十里舗の雷口 触ま砂壁騰溜姉妹

4

5

鄭　　進　　堂　西1関の程氏
　
　
む
　
　
む

人
西
る
軸

壁
は
た
姉

本
国
当
は

は
林
に
妻

成
人
姪
の

順
媒
は
氏

郵
の
氏
林

．
側
程
と

人
妻
，
妻

媒
。
み
の

の
族
住
成

三
陸
に
順

夫
で
関
二

成
氏

順都
林

李晩生の息子　二二海の娘 夫妻とも本村人で，媒人は本
村人の都洛魯の年

歴城県
冷水溝荘

・隣二一桐公開・人 1曹礪馳女・人

7 謝　景　明 李　留 金路梅 景明の父の妹婿，妻の李氏と
は同族

・i謝景山1沙河荘・瓢 1景山・外鵬

喉興俊
iIGl李　興　萬
　　1

晶黎県　11

侯家蛍　12

劉斌肇の四弟

　　11

郷家荘の候氏

買　氏

楊荘子の陳氏

満州公主嶺の人

主王氏

候元来

媒人は本村人の謝星海の妻で，
里が候氏と同じ出家荘

媒人は賢北賢（妻の父）とは
親戚で，夫側の岡族の妻

族宗の姑

奉天で簾鋸商をする本村人

良郷県

燗X村

13隊文会候庄・舐　　1軟一散・・寺代・夫側帳工

・・俵文魁仁平県牛家場・蝋禺劇本村人・老鰯（近所・人）

・51張型工房壁上鮒・劉氏陣隅田1文㈱高目爺・叔父・車引き

・幽幽瑞1〃慰田村・嶽1郭氏・妻i鮒人姥鰯
エ7

w啓鳳 〃　董家攻村の劉氏 陸老台 父・文会の母の弟の娘婿が媒
人の｛至

i18匪啓釧〃 瓦署の張氏 1郭刷本村人蛯鰯

安次痴g擁蔭酬鵡山家欝・転1二二1本村人・劉・灘
儲荘 堰E・降 宝1本村の楊倣礁 　無亭1灘關
出典：No．1は『中園農村慣行調査』第一巻，　No・2～5は第三巻，　No．6～10は第四巻，　No・

　11～工8は第五巻，No．19～20は第六巻より作成。　No．15、16，17・は他県より二二している

　が，呉店村より15～20華里の所。第五巻，P．498。　No．19．は13華里の所，第六巻，　P，90．。
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仲
人
の
確
た
る
保
証
を
得
て
、
嫁
に
な
り
う
る
娘
を
さ
が
す
た
め
、
標
準
市

場
社
会
の
全
体
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
市

場
社
会
を
一
歩
外
へ
出
る
と
、
候
補
者
を
見
つ
け
る
手
だ
て
は
ほ
と
ん
ど
な

⑪い
」
と
。

　
果
し
て
通
算
圏
は
帯
場
圏
と
重
層
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
図
を
注
意

し
て
見
る
と
、
通
婚
圏
は
寺
北
柴
村
を
中
心
に
分
布
し
て
お
り
、
県
城
の
南

側
に
そ
の
分
布
は
少
な
い
。
し
か
も
、
通
学
者
数
の
多
い
村
は
比
較
的
寺
北

柴
村
の
近
く
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
当
然
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

旧
中
国
農
村
に
お
け
る
伝
統
的
見
合
結
婚
に
は
媒
人
の
果
す
役
割
が
大
き
く
、

通
婚
圏
は
こ
の
媒
人
の
社
会
交
通
領
域
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
媒
人
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
人
が
媒
人
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
媒
人
に

は
同
族
、
友
人
、
親
戚
等
の
人
々
が
な
り
、
人
数
は
一
人
か
二
人
で
あ
る
。

例
え
ば
、
順
義
上
地
井
村
で
は
、
　
「
媒
人
は
ど
ん
な
人
が
な
る
の
か
1
1
誰
で

も
よ
い
、
主
に
親
友
が
な
る
」
　
「
媒
人
は
一
人
か
二
人
か
狂
一
人
が
普
通
、

　
　
　
　
　
⑫

二
人
の
も
あ
る
」
　
「
多
く
男
か
女
か
K
男
女
と
も
に
あ
る
」
と
あ
り
、
堅
肉

県
候
営
営
で
は
、
　
「
ど
う
い
う
人
が
媒
人
に
な
る
か
1
1
親
戚
、
朋
友
、
一
家

子
の
中
」
「
そ
れ
は
男
の
方
だ
け
か
、
女
の
方
に
も
あ
る
か
駐
女
の
方
か
ら

来
る
場
合
も
あ
る
が
男
の
方
か
ら
行
く
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一

⑬人
」
、
あ
る
い
は
「
媒
人
に
は
ど
ん
な
人
が
多
い
か
岨
道
の
老
人
が
多
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
こ
れ
は
親
戚
や
朋
友
か
1
1
還
り
。
そ
れ
が
多
い
」
と
あ
る
。
媒
人
は
男
の

方
か
ら
出
す
場
合
、
女
の
方
か
ら
出
す
場
合
、
あ
る
い
は
両
方
か
ら
出
す
場

合
が
あ
る
が
、
男
の
方
か
ら
出
す
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
　
「
媒
人
は
女

の
家
の
方
か
ら
出
る
の
か
男
の
家
の
方
か
ら
出
る
の
か
甕
女
の
方
か
ら
出
る

の
も
あ
る
」
　
「
男
女
夕
方
の
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
媒
人
が
出
て
二
人
の
媒
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

話
を
進
め
る
場
合
あ
り
ゃ
皿
あ
り
」
、
そ
し
て
、
「
女
の
方
か
ら
男
の
方
へ
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
す
る
こ
と
は
多
い
か
駿
男
の
方
が
多
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
媒
人
が
吟
行

や
経
記
、
あ
る
い
は
行
商
人
等
を
し
て
い
る
例
は
な
く
、
　
「
媒
人
を
い
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
て
い
る
人
あ
り
ゃ
一
－
な
し
」
と
あ
る
ご
と
く
、
媒
人
を
職
業
と
し
て
い
る

者
も
い
な
い
。
ま
た
、
媒
人
へ
の
礼
も
食
事
に
招
待
す
る
程
度
で
、
金
銭
の

授
受
は
な
い
。
　
「
媒
人
に
ど
ん
な
礼
を
す
る
か
践
親
戚
だ
か
ら
礼
は
な
い
」

「
親
戚
で
な
け
れ
ば
礼
受
を
送
る
、
茶
、
菓
子
。
銭
は
贈
ら
な
い
」
h
大
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
く
ら
位
の
も
の
か
1
1
三
、
四
圓
」
と
。

　
次
に
、
具
体
的
に
媒
人
の
例
を
み
る
と
、
第
六
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
媒

人
が
二
人
は
二
例
で
、
他
は
全
て
一
人
で
あ
る
。
第
六
表
よ
り
結
婚
当
事
老

と
媒
人
と
の
関
係
を
見
る
と
、
重
複
す
る
分
も
含
め
て
、
同
村
一
四
例
、
親

戚
一
〇
例
、
同
族
四
例
、
友
人
一
例
、
そ
の
他
二
例
と
な
る
。
友
人
は
一
例

と
少
な
い
が
、
同
族
、
親
戚
で
な
い
同
村
人
の
多
く
は
友
人
と
も
考
え
ら
れ

る
。
媒
人
が
、
二
人
あ
る
場
合
、
媒
人
同
士
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
か
を
見

る
と
、
撫
4
は
媒
人
の
妻
達
が
姉
妹
で
あ
り
、
翫
2
は
媒
人
が
同
村
人
で
、
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両
例
と
も
媒
人
同
士
で
人
的
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
通
婚
圏
を
形
成
す

る
基
本
要
因
は
、
村
落
、
親
戚
、
同
族
に
あ
り
、
媒
人
は
男
女
両
家
に
人
的

関
係
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
媒
人
に
よ
る
定
婚
の
縁
結
び
を
見
る
と
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
「
ど
う
い
う
よ
う
に
し
て
話
を
運
ん
だ
か
1
1
李
燕
田
は

杜
祥
（
媒
人
－
筆
者
）
の
長
男
の
妻
の
弟
で
あ
っ
て
、
李
燕
口
の
子
が
杜
祥

の
家
に
遊
び
に
来
る
。
好
い
子
で
あ
り
、
十
五
歳
に
な
っ
て
定
説
し
て
い
な

い
か
ら
、
よ
い
娘
を
紹
介
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
富
永
源

の
所
に
よ
い
娘
が
あ
っ
た
の
で
、
行
っ
て
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
先
方
も
よ
い

婿
を
世
話
し
て
呉
れ
と
の
こ
と
故
、
両
家
に
話
を
し
て
き
め
た
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
、
晦
5
は
死
夫
婦
（
旧
婚
、
三
親
、
鬼
婚
）
、
晦
2
0
は
満
干
媚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
一
般
の
定
婚
と
同
様
、
媒
人
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
に
よ
る
農
民
の
社
会
領
域
の
拡
大
に
伴
っ
て
通
婚
圏
も
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
北
柴
村
の
出
稼
ぎ
は
石
家
荘
へ
の
店
員
と
か
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

力
が
三
～
四
人
い
る
だ
け
で
、
一
般
に
店
員
と
か
苦
力
の
出
稼
者
は
貧
し
く

て
嫁
の
も
ら
え
な
い
者
で
あ
る
。
第
六
表
の
翫
1
2
は
出
稼
先
で
結
婚
し
て
い

る
が
、
媒
人
は
同
じ
出
稼
先
の
同
村
出
身
者
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
階
層
差

に
よ
る
社
会
領
域
の
梢
違
が
通
婚
圏
の
相
違
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
寺
北
柴
村
は
貧
村
で
地
主
は
な
く
、
小
作
人
が
多
い
。
地
主
は
県

城
に
住
む
商
人
で
、
そ
の
間
に
通
婚
は
見
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
農
家

の
嫁
は
農
家
か
ら
も
ら
う
の
が
適
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
　
「
嫁
入
り
す
る
時

に
は
門
当
戸
対
と
い
う
こ
と
を
い
う
か
1
1
い
う
」
　
「
ど
う
い
う
意
味
か
凪
農

は
農
、
商
は
商
、
貧
は
貧
、
富
は
富
」
　
「
職
業
が
ち
が
っ
た
ら
門
当
戸
対
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
わ
な
い
か
1
1
役
人
と
農
家
と
で
は
門
当
芦
対
と
い
え
な
い
」
と
あ
る
。

⑧
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四
頁
。

　
二
～
一
六
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＠＠＠＠＠＠＠o＠

　第二第第第三第
福四三三三三三一
武革巻巻巻巻巻巻
直’’’’’”
’四八一一一八二
前五〇〇四〇八八
掲一頁〇七一一一一頁三
書頁。頁頁頁。頁
一　　e　o　　o　　e　o

ま
た
、
天
野
…
兀
之
助
、
一
二
掲
識
閣
」
山
、
　
一
六

⑩
第
三
巻
、
一
四
七
頁
。

⑪
第
四
巻
、
一
四
〇
頁
。

⑫
　
三
一
四
巻
、
六
五
頁
。

⑬
第
五
巻
、
四
九
八
頁
。

⑭
第
三
巻
、
一
　
○
頁
。

⑮
第
三
巻
、
一
〇
〇
頁
。

⑯
⑰
第
三
巻
、
一
〇
一
頁
。

⑱
第
三
巻
、
一
二
五
頁
。

⑲
媒
人
の
役
割
は
こ
こ
ま
で
で
あ
り
、
結
婚
後
の
様
々
な
事
件
が
起
こ
っ
て
も
媒

　
人
は
一
切
関
知
し
な
い
。
結
婚
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、
天
野
、
前
掲
書
上
、
三

　
〇
五
～
三
二
三
頁
、
内
田
智
雄
「
中
国
農
村
に
於
け
る
結
婚
と
世
代
の
問
題
㈹
」

　
『
同
志
社
法
学
』
第
一
、
一
九
四
九
年
六
月
を
参
照
の
こ
と
。

⑳
第
三
巻
、
一
〇
六
頁
。
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⑳
㊧
　
第
三
巻
、
三
四
頁
。

⑬
　
第
一
漏
巻
、
　
～
四
七
頁
。

⑭
　
「
そ
れ
は
一
般
に
こ
の
地
方
の
習
慣
か
巨
濁
り
。
村
内
で
結
婚
す
る
と
街
坊
の

　
輩
が
変
る
の
で
村
内
の
結
婚
は
少
い
」
「
街
坊
の
毅
が
変
る
た
め
に
村
内
の
結
婚

　
を
嫌
う
の
か
雁
然
り
」
、
ま
た
、
「
村
の
中
で
結
婚
す
る
人
が
あ
る
か
匿
あ
る
が
少

　
い
」
　
「
な
ぜ
か
1
1
村
に
前
輩
（
街
坊
の
蛮
の
こ
と
一
筆
潜
）
が
あ
り
、
村
内
で
結

　
婚
す
る
と
そ
れ
が
変
る
か
ら
」
と
。
第
一
巻
、
【
五
六
頁
、
一
八
二
頁
。

⑯
　
第
四
巻
、
一
〇
七
頁
。

＠
第
三
巻
、
七
五
頁
。

⑳
　
第
三
巻
、
㎝
四
八
頁
。

⑱
　
第
三
巻
、
一
〇
九
頁
。

⑳
　
第
三
巻
、
八
○
頁
。

⑳
第
三
巻
、
一
四
四
頁
。

⑳
第
三
巻
、
　
四
二
頁
。

⑫
　
山
東
省
巴
瓦
県
冷
水
溝
荘
で
は
寡
婦
が
妾
と
し
て
二
〇
〇
元
で
買
わ
れ
て
い
る
。

　
第
四
巻
、
　
一
一
穴
百
（
。

⑳
第
三
巻
、
一
四
二
頁
。

⑭
　
第
三
巻
、
一
四
七
頁
。

㊥
　
第
五
巻
、
四
九
八
頁
。

⑳
⑳
　
第
三
巻
、
　
一
二
六
百
ハ
。

⑳
　
第
一
巻
、
二
五
〇
頁
。

⑳
香
港
の
客
家
の
通
言
圏
で
は
六
・
四
～
八
・
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
調
査
結

　
果
が
あ
る
。
密
弓
｝
娼
H
躰
F
．
、
国
運
面
主
潮
。
鵠
ρ
＆
⇔
三
＝
器
ρ
一
U
⑦
ω
8
算

　
O
税
2
嚇
”
｝
ω
9
ユ
嘱
o
h
窓
鍵
巴
｛
品
。
ぎ
ρ
凄
㊤
匡
塗
≦
一
一
お
①
貯
ゴ
δ

　
冥
①
妄
↓
。
竃
謬
。
鼠
㊦
。
・
”
出
8
σ
q
H
（
o
謎
．
．
℃
§
死
肉
陣
営
ミ
起
さ
§
き
誉
ご
鴫
無
く
。
轡

　
目
ω
■
装
O
．
軒
H
り
①
ρ

⑳
既
述
し
た
ご
と
く
東
関
の
小
集
は
県
城
集
で
あ
る
た
め
、
標
準
市
場
に
し
て
は

　
規
模
が
大
き
く
、
寺
北
柴
村
の
通
婚
圏
は
結
果
と
し
て
広
く
な
っ
て
い
る
。
当
晦

　
の
農
村
調
査
は
治
安
の
関
係
上
県
城
付
近
に
調
査
村
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
県
城

　
集
以
外
の
標
準
市
場
に
通
婚
圏
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
他

　
の
諸
研
究
か
ら
も
市
場
圏
と
通
婚
圏
は
重
層
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
　
ス
キ
ナ
i
、
茜
削
掲
邦
訳
血
轡
、
五
一
百
〔
。

＠
　
第
一
巻
、
　
二
山
ハ
⊥
ハ
摺
貝
。

⑬
第
五
巻
、
七
二
頁
。

＠
鯖
五
巻
、
四
七
八
頁
。

㊨
　
第
五
巻
、
四
五
五
頁
。

⑯
　
第
五
巻
、
四
七
八
頁
。

⑰
　
第
五
巻
、
四
五
五
頁
。

⑱
第
一
巻
、
二
八
O
頁
。

⑭
　
第
一
巻
、
二
七
九
頁
。

⑳
冥
婚
に
つ
い
て
の
具
体
的
事
例
は
、
内
田
智
雄
『
中
国
農
村
の
家
族
と
信
仰
』

　
清
水
弘
文
堂
、
一
九
七
〇
年
、
三
～
五
七
頁
と
、
中
田
睦
子
「
聴
講
か
ら
陰
陽
合

　
婚
へ
」
　
『
季
刊
人
類
学
』
一
〇
ノ
三
、
一
九
七
九
年
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
　
福
武
氏
は
農
斑
の
筏
会
領
域
の
拡
大
が
当
時
の
中
国
に
お
い
て
あ
ま
り
進
展
し

　
て
お
ら
ず
、
た
と
え
拡
大
し
て
も
そ
れ
が
通
婚
圏
の
拡
大
に
結
び
つ
か
な
い
と
、

　
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
然
し
現
在
の
所
、
か
う
し
た
拡
大
を
促
す
諸
原
因
即
ち

　
交
通
手
段
の
発
達
と
か
人
口
移
動
の
影
響
と
か
農
民
の
生
活
分
野
の
拡
張
と
か
い

　
ふ
様
な
条
件
は
左
程
進
展
し
て
み
る
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
村
落
内
に
移
住
者
が

　
多
く
な
る
場
合
、
同
郷
関
係
を
辿
る
た
め
に
普
通
の
通
婚
圏
を
話
出
し
た
結
婚
が

　
行
は
れ
る
で
あ
ろ
う
。
又
農
村
の
窮
乏
と
共
に
職
業
流
出
す
る
子
弟
が
増
し
、
之

　
等
が
他
郷
で
結
婚
し
て
再
び
帰
郷
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
け
れ
ど

　
も
こ
の
様
な
こ
と
も
一
般
的
な
こ
と
で
は
な
い
、
即
ち
前
の
場
合
の
如
き
は
特
別

　
の
事
情
な
ぎ
限
り
起
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
後
の
場
合
に
於
い
て
も
、
家
長
権

　
の
依
然
と
し
て
強
く
婚
姻
が
当
事
者
の
問
題
で
な
く
家
の
問
題
で
あ
る
中
国
に
於
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い
て
は
他
郷
で
自
由
に
子
弟
が
結
婚
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
少
い
で
あ
ろ
う
」
。

　
掲
書
、
二
二
九
頁
。

⑭
　
第
三
巻
、
三
七
頁
。

㊥
　
第
三
巻
、
一
四
五
頁
。

四
、
結

言E
“資

前

　
以
上
、
旧
申
国
農
村
に
お
け
る
市
場
圏
と
通
念
圏
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

た
が
、
再
度
こ
こ
に
整
理
し
て
お
く
。
旧
中
国
農
村
の
伝
統
的
結
婚
様
式
の

も
と
に
お
い
て
通
婚
圏
は
狭
く
、
そ
の
範
囲
は
妻
が
里
に
日
帰
り
で
き
る
距

　
　
　
①

離
で
あ
る
。
し
か
も
、
記
憶
圏
は
農
民
（
特
に
媒
人
）
の
社
会
交
通
領
域
に

規
定
さ
れ
、
市
場
圏
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
通
婚
圏
が
市
場
圏

に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
大
枠
で
あ
り
、
無
媒
介
的
に
包

摂
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
は
、
村
落
、
同
族
、
親
戚
等
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

縁
的
血
縁
的
な
中
間
的
諸
組
織
が
介
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中
間
的
諸
組

織
を
抜
き
に
し
て
は
当
時
の
中
国
農
村
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
は
こ
れ
を
「
生
活
共
同
体
」
と
呼
ん
で
き
た
。

　
旧
中
国
農
村
に
お
い
て
、
一
定
程
度
の
商
品
貨
幣
経
済
の
発
達
と
そ
れ
に

基
づ
く
市
場
圏
の
拡
大
は
、
西
欧
の
局
地
的
市
場
圏
の
よ
う
に
独
立
自
営
農

民
を
形
成
し
な
か
っ
た
。
中
国
農
民
は
商
品
貨
幣
経
済
の
渦
中
に
は
い
た

が
、
自
ら
の
生
産
物
を
市
集
に
お
い
て
換
金
し
、
そ
の
剰
余
で
も
っ
て
拡
大

再
生
産
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
公
租
公
課
、
小
作
料
等
の
支
払
い
、
日
常

生
活
必
需
品
購
入
の
た
め
、
生
産
物
を
換
金
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
は
、
農
民
は
収
奪
の
対
象
で
し
か
な
く
、
市
民
社
会
的
個
人
を
形
成
す
る

余
裕
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
市
集
に
お
け
る
社
会
関
係
は
物
的
依
存
関
係
ゆ

色
彩
が
強
い
が
、
日
常
に
お
け
る
農
民
間
の
基
本
的
社
会
関
係
は
人
的
依
存

関
係
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
各
農
家
の
農
業
経
営
は
比
較
的
個
人
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
人
工
災
害
（
国
家
に
よ
る
苛
敏
訣
求
、

匪
賊
等
の
外
圧
）
、
早
越
、
水
害
、
蝿
害
等
の
自
然
災
害
に
対
し
て
守
っ
て

く
れ
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
ま
し
て
や
個
人
的
に
も
解
決
し
え
な
い
。
農
民

に
と
っ
て
依
拠
す
べ
き
も
の
は
地
縁
的
血
縁
的
な
「
生
活
共
同
体
」
で
あ
り
、

既
述
し
た
ご
と
く
農
耕
・
水
利
・
土
地
の
売
買
、
金
融
、
祭
祀
等
の
農
民
生

活
を
こ
の
「
生
活
共
同
体
」
を
基
盤
に
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
考
察
し
て
き
た
ご
と
く
結
婚
の
場
合
も
こ
の
「
生
活
共
同
体
」
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

じ
て
乱
婚
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

①
　
伝
統
的
な
結
婚
様
式
に
お
い
て
は
、
結
婚
の
蜜
日
、
花
嫁
は
嫁
入
道
具
と
一
緒

　
に
行
列
を
つ
く
っ
て
花
婿
の
家
へ
行
く
の
で
あ
り
、
ま
た
、
妻
は
蒔
々
里
に
帰
る

　
が
、
こ
れ
ら
の
揚
合
徒
歩
で
半
日
で
行
け
る
距
離
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
村
松
祐
次
氏
は
「
中
間
的
な
諸
団
体
」
と
呼
ん
で
お
ら
れ
、
筆
者
も
そ
れ
に
倣

　
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
と
く
に
西
欧
の
近
代
国
家
－
市
民
社
会
的
態
制
に
お
い
て
、

　
甚
だ
重
要
な
機
能
を
果
す
国
家
－
政
府
に
つ
い
て
、
こ
の
国
の
場
合
に
は
そ
れ
を

　
形
成
す
る
官
僚
が
、
と
も
す
れ
ば
二
様
の
私
利
追
求
的
傾
向
を
排
除
し
得
な
い
こ

　
と
は
、
こ
の
国
の
政
廣
の
対
外
的
防
衛
機
能
、
お
よ
び
対
内
保
証
機
能
を
結
果
と

　
し
て
甚
だ
不
充
分
な
も
の
に
し
、
し
た
が
っ
て
人
は
前
述
の
ご
と
く
梅
郷
、
同
業
、

125 （799）



　
地
域
的
共
生
等
、
様
々
な
諸
契
機
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
自
衛
と
私
的
保
証
と
を
試

　
み
ざ
る
を
得
な
い
」
。
晶
則
掲
書
、
　
一
九
六
頁
。
　
－
甲
間
…
的
な
諸
組
雛
棚
に
対
す
る
筆
者

　
と
村
松
氏
と
の
認
識
の
相
違
は
、
氏
が
そ
れ
を
私
人
組
織
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、

　
筆
者
が
「
共
同
体
」
と
考
え
る
点
で
あ
る
。
筆
者
の
「
共
同
体
」
認
識
に
つ
い
て

　
は
、
前
掲
論
文
「
非
西
欧
世
界
に
お
け
る
『
社
会
革
命
』
の
意
義
」
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

③
　
前
掲
拙
稿
「
解
放
前
の
華
中
江
南
農
村
の
一
性
格
」
を
参
照
。

④
　
農
業
を
補
完
す
る
共
有
地
が
少
な
く
、
耕
地
強
制
等
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
地
主
・
小
作
関
係
は
契
約
関
係
の
色
彩
が
濃
い
。

⑤
　
旧
中
国
農
村
と
同
様
、
現
代
中
園
農
村
に
お
い
て
も
、
人
民
公
社
闘
の
人
的
移

　
動
の
欠
如
、
生
活
難
（
農
業
生
産
力
が
低
い
）
等
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
恐
ら

　
く
「
生
活
共
同
体
」
は
厳
然
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
過
言
で
あ
ろ

　
う
か
。

　
　
　
　
（
京
都
大
学
農
学
部
研
修
負
　
門
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〔
追
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
五
五
年
度
旧
三
農
業
経
済
学
会
大
会
で
の
報
告
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。




